
Title 価格変動の諸類型
Sub Title A study of price changes
Author 井村, 喜代子

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1978

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.71, No.5 (1978. 10) ,p.726(98)- 753(125) 
JaLC DOI 10.14991/001.19781001-0098
Abstract
Notes 遊部久蔵教授追悼特集号

論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19781001-

0098

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


価 格 変 動 の 諸 類 翦

はじめに

第 1節価格变勒の譜類型 

補節紙幣の過剰流通による価格上昇 

第2節循環的な価格変:動 

第 3節兌換銀行券と価格上昇

は じ め K

井 村 喜 代 子

マルクス経済学では一般に，インフレ的価格上昇は，価‘値変動にもとづく価格上昇や好況的価格 

上昇などとは異なるものセあり，インフレ的価格上昇とその他の価格上昇とを峻別する必要がある, 

とされている。とくに，同じように全般的な価格昇として現象するイソフレ的価格上昇と好況的 

她格上昇について，その相違や区別の必要性;^;強調されている。

ところかそのさい，世界的にき本位制が崩後して;し ま っ た 以 後 多 ぐ は 第 2 次大戦後の資本主 

義か対象となり，そこにおいてインフレ的価格上昇とその他の価格上昇との区別が必要であ る と い 

われているにもかかわらず，そのはとんどのぱあい，原因別，内容別の価格上昇の諸類聖と し て あ 

げられているのは，『資本論』，における価格上昇したがって自由競争が支配し， 金貨•兌換銀 

行券の流通する金本位制下の資本主義における価格上昇の'諸類型である。そして， 般に は インフ 

レの基本規定か，紙幣の過剰流通による価格上昇にかんする『資本論』め規定（本稿第1節の補節参照） 

にもとめられた関係上，『資本論』の対象とした資本主義分析の枠内で，r資本論J I力考察されすこ各 

種P 価格ま励と並列してインフレ的価格上昇を扱うととがあたかも可能であるか のような方法がと 

られている。そとでは，競争支配下 . 金本位制下の資本主義を対象としているの か ， 現代の不換制 

下を対象としているのかはっきりしないままに，価格上昇の諸類型が分類されたり， インフレ的価 

格上昇とその他との区別の必要性が論じられているといってもよいように思われる。そして大体の 

ところ，好況的価格上昇が需給関係の交化による樊質的価格変動で時的，反転的ャ、あるのに反し， 

インフレ的価格上昇が紙隙の過剰流通による紙幣各片の代表金量の低下. r価格の度量標準J の事 

ElLbの资更（法# 上《 をふくめる論者もある) の結果生じる名目的価格上昇であり, 画定的‘非反転
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的ヤあることが強調されてきた0

ごのような値向は，第 2 次大戦後の現代資本主義においても，摩業循辕の変動，そこでの価格変' 

動は，競争支配下，金本位制下におけるものと基本的には変化していないという認識があるからで 

あろう。論者自身がま覚しているかどうかはともかくとして，とのような分析をしているというこ 

とは, かかる認識にたっているととを意味するのであるレ同様に，『資本論』 で解明された，金の 

価値の変化による価格上昇，-^般商品と貨幣商品金との価値比率の変化,あるいは両者の換割 

合J の変化による価格上昇（本稿第1節参照) というような锐定が，現代の不换制下においてそのま 

i  という認識にたっていることを意味している。

b かし，独占資本主義への移行，金本位制の変質 • 崩壊, 国家独占資本主-ま卞での国独資的政策 

の整傭 • 全面的展開のもとで，産業循環の変動もそこにおける俩格変動のあり方も大きく変容して 

きているのであるから，この変容を解明したうえでなけれぱ，現代資本主義において好況的価格上 

昇なる输禱がいかに把えられるのか自体明確にならないし，好況的侧格上昇とイソプレ的価格上昇 

とを区別する必要がどこにあるの力、，いかに区別すべきか, を論譲する一ともできなづもずである。 

また，金本位制が崩壊して以来，国内では牵は貨幣として姿を消してしまっているのであるから， 

そこにおいX , 貨糖の価値尺度機能 . r|jni格の度量標準J 機能などめ貴幣の諸能かいかに•はたさ 

れ， それらは世界貨幣金といかなる関連にあるのかを理論的に解明したうえでなければ,一般商 

Pロロと金との価値比率の変化，両 者 の r交換割合J の変化にもとづく価格上昇であるかどうか，T—  

一般的用語でいえぱ価格上昇が実質的か名目的か:一"■ということを論じる理論的基礎がないはずで 

ある。

なお, 一部には，好況 ‘ 高成長がインフレ的通貨膨張政策と結びつき，独占的価格支配もそれら 

に結びついている現実に着目して，従来の通説的なインプレーシa ンの規定に対する批判や，上の

法（1 ) たとえは•，麓能氏は，価格変動をつぎのように分類される。 .
. 品*?̂のものの側の要因による価格変動—— <a)商品価値の変動によるもの。（1>)商品の需給開係の変動によるもの0 

3̂)貨幣の側の要因による価格変動一-(a)とお情の価値変動によるもの。（b)ii値尺度とレて機能する貨幣商品の変更レよ
/ る もの (C) r価格の度量擦準J の変更に.よるもの‘.....(C-1)法律上の变更。（C-2) .不換紙幣の過剰流通!"しよる•'経済的

•事;実的なj 変更。

そして，（C-1),(C - 2 )をともにインブレーシ=»ソの本質規定とする岡橋保氏を批利しつつ，インプレを（C 一 2)にもと 

められる。（麓健一>i■不換銀行券論』，青ボ書[^^,1967年そ第5享 r価格変動の諸要因J)

なお，（法29 )の麓氏の見解も参)3̂1されたい。 ,し,、

最近の山田喜志夫r現代インフレ- シ 3 ン論』（大月書店，1977^^)では， r価格変動の諸形態J は，りきのように分 

顏さんてぃる。 当該商品の価値が低下する場合。 金の価値が低ヤする择合0 (C) r価格の庇量標準I が切り下げら-サ 

た場合—— 不換制下で通货が過剩に投入されゐ度量標準 J .のま実上の切り下げが生.じる. r結;Si発生する商品価格 

め名目的騰貴が'/、わゆるインプレ- シg ンJ である。わ)需給の变化により価格が価値は上. 以下にま化するもミ。 — 

そして， r好況による物価上昇レンフレ- シふンとほ, 贿ともに需給関係を介して生ずる市場価格の^である 

点では同であり，現象的にば同である。しかし，前者は格の価値からのsiMiの運動であり，価格の価値を上る 

i 動であり，したがって-時めであってやがてぽ解運動が生ずる。後者は»の価値への一致の速動であり，しミニ 
ズ固定的なのである。J (同 183寅）；といわれる0 —  rしたがっそJ といわれるゆえんは，f◎ ともにおいて説』さ 

れていないと思うが◊ '

価格変動の諸類型

(1 )
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「三III学会雑誌j 71巻5号 （1978年10月）

よラな区別を不可能とする見解もでているが，それらも上に指摘した点を解明したうえでの理論体 

糸の提示でないため,なお間題提起にとどまっているといわねばならない。

本稿は，以上のような問題意識をもって現代資本主義研究をはじめるにさいし，その予備的考察 

として,、競争支配下 • 金本位制下の資本主義においての価格変動の諸特徴を考察し，そこから今後 

の研究のための若干の宇がかりを得ることを意図したものである。

なお，良由鏡争のま配する資本主義が，その貨幣制度として金本位制をもりてい る こ と に つ い て  

. は, 自由競争の支配する資本主義と金本位制との相互規定•相互依存の関係を理論的に解明しな け  

れぱならないが，とこでは両者が共存しているととを前提として，競争支配下•金本位制下の資本 

主義を対參とする。また，ことでは, 金貨本位制を対象とする。

第 1 節 価 格 変 動 の 譜 要 因

自由競争が支配する金本位制下0 資本主義においては,一般商品の価格変動はっ ぎ の よ うに分類 

される。

(A)商品みずからの価値の变化に よ る も の .

■ (B)貨齢商品‘金の価値の変化によるもの

(C)一般商品のM値も，貨幣商品の価値も同不変であるが，商品の需給関係め変化によって市場

価格が価値 . 生産価格からgfg離して変化するも の  -
' . ' • . . ■ ,

(a)総価格と総価値（ニ総生産価格）と力;一致または近似的なもとでの部分的なもの

(b)|fe価格と総価値（ニ総生ま価格）との乖離のもとで:の.全般的なもの--一産業僻環に.おける 

全般的な価格変動

( 1 ) 商品の価値の庚体は，社舍的平均的な人間労働であり，商品の価値の大いさは,その商品 

を生産するために社会的平均的に必要な労働時間によって規定される。社会的平均的な必要労働時 

間は，その商品を生産する労働の生産性の上昇に対応して減少する。 は，一般商品の価格が，そ 

れま身の細値の減少• 増大によって低下，上拜オるものである。

ところで，一般商品の価値の大いさは，それま身の価値をもっている貨幣商品.金の定量によ 

って表現される。国家は，価格測定のすこめに，r度量単位J をたとえば金（約）吾オンス，金 2 分と 

決め，とのT度量単位J に対してポンド,円という於定の r貸龄名J を与え，ポンド一 シリング 一  

ペンス，円’妙一厘という量的細分比率を石後定する一 — っ ま り r価格の度量標準J か確定するので， 

その後は, 一般商品の価値の大いさは, ご の r価格の度量標準J にしたがっヤ一*定の貨赠名によっ 

てま現されることとなる。たとえぱ，小爱 1 クォターの生産のために社会的平均的に必要とされ

— 100(728) —  ■
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る労働時間が金1 オンスのそれとひとしく，商者の網値がひとしいとすれば， " 1 ポンドニ金■^オ 

ンス" のもとでは，小表,1 クォーターの価値は4 ポンドの価格,として素現されるわけて'ある。

それゆえ' , 一般商品り価格は, のように商品それi !身の価値め変化によって変化する<"ネか,商 

品自身の価値が不疲であハたとしても, (B)のよなに金の価値が減少♦増大すれば,一般商品の価格 

は上昇 • 下落する。(A)の価格変化は，たとえぱ小麦の生産における労働生産性が2 倍に上昇，小麦 

の価値が丄になり， 金の側は不変、なぱあいであやが， そとでは小麦と金の伽値関係，価値比率は 

" 1 ク ォ ー タ ー の 小麦ニ 1 オンスの金 " か ら クォーターの小麦=^*1オンスの金" へと変化し,

これによって小麦と金とのr交換割4 j が " 1 クォータ" の小麦^=^'| 'オンスの金(ニ 2ポソK)" と 

なり， 1 クォータ' の小麦の価格が2 ポソド（=金寺オンス）ベ-と低下するのである6 /

(B)のぱあいは，小麦の側は不変であるが, 金生産における労f勤生産性が2 倍に上昇，金の価値が 

•に低下したため，両黄め価値闕係，価値比率は " ：1 クォータ'-'の小素ニ2 オンスの金"へと変化 

し，両 者 の [■交換割合J が " 1 クォーターの小麦^ 2 オンスの金" となって， 1 クォ一ターの小 

麦の価格が8 ポンド（-金2オンス) へと上昇するのである。

のぱあいは商品自身の価値の変化によるもので, （B)のぱあいは貨購•金の価値の変化によるも 

のであるという違いはあるが，（A),(B)はともに "1 クォーターの小麦ニ1 オンスの金"という小麦 

と金の価値比率が変化することによって生じた点では共通している。ある商品の価格0 変化にお、、 

て，（̂,  (B) (D異ナŝ る原因によるものが，共通の面をもつものとして現われるのは，~*般商品の価値

表現の特殊な開係よる。

もちろん, （A),⑧いずれにおいても，価値の変化が生じたぱあい，：それが直接ただちに価格の比 

例的 , あるいは反比例的な変化をもたらすわけでは決してない。 では， 商品価値の低下は，r特 

別剰余価値 • 利潤J を獲得するための新生摩方法の導入とその言及によ0 て促され, その過程で新 

生産方法のもとでの生産量- 供給量の増大，市場価格低落をともなうのであるから，(^の価格変化 

は，一*般に需給開係の变化と市場価格の变化との相互作用に媒介され，それと重なりあって進展す 

货幣商品 • 金では, *■価格の度量標準j の逆数である" 1 オンスの金ニ 4 ポンド" が 金 の 「鋳造 

価格J ‘ 買上げ価格となるので，（B)の価格変動は，金生産部門とその他の生産部門との利潤卒の不 

均等 , 部門間資本移動を媒介としつつ，~"層複雑な形ですすむ。

■ ■ ■/

( 2 ) 以上の(A), (B)が-^般商品, 第幣商品•金の細値の変化にもとづく俩格め番化であったのに

*す（2) K. Marx, Das Kapital, K ritik  der politischen Qkonomie, Erster Band (Karl Marx-Fnednch Engels 

' Werke,  Bd. 23, hrsg. von Institiit fur Marjcismus-Leninisms beim ZK def SED, D ietz vedag, Ber

lin, 1962). S. m . 釈 r資本i命j 第 1巻 (H ルクス*»ょンゲルス全集刊行養員会訳, 大月書店) , 1S5直。

( 3 ) 懒喜代子r恐慌•ま業擴環の理論J (有鯽L ■ 年)，第4軸 2節 「糊 [10力法の道入をめぐる饒制でくわレ 

くのベた0 '
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反し，雨者の価値はいずれも同~•不変であるにもかかわらず，需給関係の変化によって価格が化 

するのが，（C)である。市場価格ニ生産価格から11{発して，とれはま給関係の变化による市場価格の 

生産伽格力、らの乖離と規定できる（生塵諸部門が間題となるので，今後は生産価格とま視する）。

(0)の価格§^勒と^<^,(8)の価格変化との差異は，（C)では小麦と金との価値比率は" 1 ク才ーターの 

小爱ニ1 オンスの金と同一不变であるにもかかわらず，小麦に対する需要起過によっで小麦と金 

と の r交換割合j が " 1 クォーターの小麦; ^  2 オンスの金" ぺと変化し，価格が4 ポンドから8 

ポンドへと上昇したことにある。一 一 _なお，需要 *供給の一致とは，商品の価値，生産価格どおり 

の市場価格をま現すをような需要. 供給の関係であり，市場価格>生雇価格を成立させるようなぱ 

あいを，需要が供給を上回る，超過需要である，とよぶ。逆のばあいは逆。

しかし，この(C)の価格変動も★ のI®格変、動と共通した内容をもらている。すなわち*それ

が小麦と金との価値比率の変化によるかよらないかは異なる'としても，小麦と金との「交換割合J 

が変化しているという点では, すべて同じである。このように1 クォーターの小麦が2 倍に上昇し 

たというぱあい,-1 クォ一ターの小麦が1 ネンスの金ではなく，2倍の 2 オンスめ金と交換される開 

係K■なったことを意味していること一~ これが，競き支i s T ‘ l i f e 如 卡 に ; ^ け を ぺ て  

に九通する# 徵である。

これは，補節でみる，紙幣の過剰流通よって生じる価格（よび名）の上昇と，金本位制下にお 

ける価格上昇とを区別する# 質のつである。なお価格上昇を名目的,実質的と分けることは厳密 

性を欠くが，.過剰流通による価格上昇の名目性に対して，その他を実質的というならば，その内容 

は，上 の 「交換割合J の変化にもとづいていることとすべきであシ

( 3 ) ' ところで* (C)の価格変化は，理識的につぎの2つに分類される。

(a)は，社会全体としては総価格と総価値（ニ総生産価格) とは一致あるいは近似的であるが， 社 

会の生まの配分比率と社会の需要の配分比率との間に不適合が生じ，一部の商品において,市場価 

格が生産価格から难離して変動するぱあいである。したがって， 方やの市場価格> 生産価格は，

注（4 ) 価格変動については，商品価億のま現の特性からいって， r突質的J という規定は適当とは思えない。たとえぱ,商品 

9 側には，価値の変化も需給の変化もないにもかかわらず，貨幣金の価値の恋化によって価格が変化するのを（■実質 

的J ということは適当とはいえないしまたそれをr樊質的J という必耍性もない。 '

!̂̂ 辦の過剩流通による価格上昇のr名ロ性J に対比して，金貸流通下の価格上昇は，従 来 rま質的J といわれてきた 

のであるが，力、かる点で用いるとしたら，その內容は，本文のように;fii定して，対比すぺきであろう。

(注 1 ) の麓氏も，. こめ内容で, ’ 同氏の分類の(bHc)以外のものをr爽賀的j ' とされる（同上，159ま)。

長幸ダ说は，需給関係の変動による市填価格の変動をもふくめて，r制格を成立させる基礎としての施値関係の変'動 

によってもたらざれるから, このような制格変勘を卖: 変動とよぶ。j (法点，長氏)， とれらは、、ず れ も r金と商品 

の価値量の变化にかかわるJ とされて, この特徴をイシプレと対比される。（長 幸 男 r管Baa货とイッブレ^ シ3 ンJ,

I■マル> ス経济学請座』 3 , 有斐[M j,196がP, 91貝:◊ )市場伽値論の差異に■よるものと推測されるが，镇者は, 本力:(C)

の雷給関係による市場価辨变動は，価縫関係• 価値比率の変化をふぐまない，金と商‘5̂)め r交換割合j の変化と；て特 
徵づけるべきものと思う。 '

' .
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大体のととろ他方での市場価格< 生産価格と対応する。

これに反‘し，（b)は，社会全体として，総価格を総価値（ニ総生産価格) であって,全般的に市場 

倾格〉生産価格，あるいは市場価格く生産価格が生じるぱあいであるらもちろん,全般的といって 

も，その市場価格の変動の程度. , 市場価格と生価格の乖離の程度は不均等であろうが。産業循環 

の変動のもとで生じる価格の全般的上昇，あるいは全般的下落がこれにあたる'◊.

ここで，（a)と(b)を分けた理由，(a)と(b)の差異として纖調しなれぱならないのはつぎのことであ

る。 ■

すなわち，市場価格が変動し市場価格と生産価格との乖離が生じたぱあい,諸鏡争を媒介とした 

需給の対応的変化を通じて市場価格を生産価格に一致せしめ，社会的に需要と供給とを適合させる， 

いわゆる r価格調節メカニズム J は，上の(a)のぱあいにかぎって作用するということ，（b)のぱあい 

については， r価格メカニズムJ は"総価格イコール総価値"をもたらす作用をはたしえないという 

こと一一これであ:^。できるだけ高い利潤率をもとめる個別資本の諸競争は，生産譜部門間の利潤 

率を均等化する作用をはたすが，かかる作用が同時に，あらゆる郁面で"市場価格イコール生ま価 

格" をもたらす作用でありうるのは* 社会全体として総需要と総供給> 総価格と総価値とが致あ 

るいは近似的であるばあいにかぎられる。—— 市場価格が部分的に変動したぱあい，（資本移動ではな 

ぃ）生産の增減, 生崖諸条件の変化, 需要の対応的変化によって，市場価格と生産価格が一致する 

こともあるので，総価格と総価値（ニ総生産価格）との若干の乖離は，（《)のなかにいれられよう。

( 4 ) 『資本論J 体係= 「資本-'̂ 般」体係では， I*ただ資本主義的生産様式の内的編成を,いわぱ 

その理想的平均において，示しさえすれぱよ、(、5j)-とされたから, 「この研究ではどこでも価i格の騰 

落は現実の価値変動の表現だという前提から出 発 ことになった。つまり，そこでとりあげら 

れる価格変動は，基本的には(A),(B)の価格恋動であった。そして，こ う し た の 価 格 変 動 の 諸  

作用にかんする分析が，伽格変動の原因めいかにかかわりなく価格変'動一*躲に妥当するぱあいにか 

ぎっては，需給の変動による価格変'動をふぐめ，それにe 及もしているが，需給の変動による市場

価格変動の諸類型

5) K. MarXj Das Kapital, III, S. 8 3 9 -訳，1M4頁。

( 6 )  K. Marx, Das Kapital. Ill, S. 1 2 3 .訳，14S頁。これは，価格変動が利個率K；及は•す影響を考察しているところ

ズ̂ある. . .  ' .■

, . 7 ) 上の (注6 ) にはつゼのすがつづく0 「しかし，.ここではこの価格ま動か利潤率に及はす影響か間題なのんから，価格 

爽®ゐの原因がなんであるかは，ま実上どうでもよいのである◊だから，ここで述べることは,価格の騰落か価値変動の 

結果としてではなぐ信用制まや麓♦などの影響によって起きる場合tこも，同様にあてはまるのであるoJ (Das Kap- 

ital, III, S. 123.訳, 143貝。〉 ’

あるいは♦流通貨幣量に力、んする考察でも，r商品！;料えられたものとして前提すれぱ，流通する貨幣の量は' 惑  

商品の制格» にっれて增減するo J ことを述べた後に，r商品の施格» に皮映するもめが,現实の価値変動であろう 
と，# なる市場価格の変-勤であろうと，流通手段の量への敏響は同じことである(Das K ap ita l,I, o , I 32. 訳, 

156K )といゎれているが，しかし，そこでは, 基本めには齒品価格の変'動は価値の変化を反映するとされており，需 

給による市場価格の☆動という.問瓶は-身 察 さ れ て い な い •♦

—~ - 1 0 3 ( 7 3 1 )  一
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価格変動それg 体についてはごく 部で言及されているにすぎない。 

また，需給関係こよる市場倾格の.変動，競争の市場価格への作用について『資本論』が言及する 

ぱあい，そのはとんどは, 競争 • 需給関係によって市場価格が価値*生産価格に致する鎭向をも 

ゥているという間題であって，內容的には(C)一 (a)にあたるものといえよう。

- , . . I . . .  . . . .  . . . .  . . .

rある商品がその市場脑値どおりに売られるためには，すなわちそれに含まれている社会的必耍労 

働に比例して売られるためには，この商品種類の総量に摘り向けられる社会的労働の総量が，この 

商品にたいする社会的欲望すなわち支仏能力ある社会的欲望の量に対応していなけれぱならない6 ' 

競争，需要供給関係の変'動に对応する市場価格の変動は，それぞれの商品糖類に振り向けられる労 

働の総量を絶えずこの限度に引きもどそうとするのでI f lo j

マルクスはここで，「競需要供給関係の変動 j • r市場価格0 変動J の対応的作用力*v I"ある商 

品が市場価値どおりに売られる‘.‘…J ようにするという0 であるが，ここでめ間題は内容的にみて， 

(C)~̂ a)の間題である。

また, つぎの主張でも，内容的にみるとやはり，（0--(a)の間題に服定されおり, （C)T(b》の問題を 

ふ：くんでいないと患われる。

いろいろな社会的労働§1《門のあいだへの商品生座者と彼らの生手政との配分では偶然と 

恣意とが複雑に作用するレたしかにいろいろな生摩部面は絶えず互いに均衡を保とうとしている。 

というのは，一方では，商品生産者はそれぞれある一つの使用個i値を生産しなけれぱならず，つま 

‘ りある一つの特殊な社会的欲望を満足させなけれぱならないが，これらの欲望の大きさは量的に違 

っていて,一つの内的な紐帯がいろいろな欲望量を結び合わせて一つのま然発生的な体系にするか 

らであり，また他方では，社会が自分の他分しうる労働時間め'全体のうちからどれだけをそれぞれ 

の特殊な商品種類の! 産に支出しうをかを，商品の価値法則が決定するからである。しかし，この 

ようないろいろな生産部面が互いに均衡に近づとうとする不断の觸向は，ただこの均衡の不断の解 

消にたいする反作用として働くだけである。作業場のなかでの分業ではァ.プリオリに計画的に守 

られる規則が，社会のなかでの分業ではただァ.ボスチリオリに，内的な，無言の,市場価格の晴 

雨計的変動によって知覚される0 、•).」 ；f

もちろん，マルクスは,「産業循環上の恐慌局面では商晶価格の奴的な傅落が相対的な貧幣価 

値の上昇として表現され，繁栄局面では商品価格の-^般的な上昇が相対的な貨幣価値の低落として 
(10) 

表現されるJ ことをしっていた◊ また，「均衡化はすべて偶然的なものであって， 請資本が特殊な 

請部面で充用される割合は確かに不断の過程によって均衡化され’るのではあ‘る力;， しかしこ^!)過程 

が不断の過程であること自体が同じように不断の不均衡を前提とするのであり， この過程は，この

注(：8) K. Marx, Das Kapital, III, S. 202,訳，如直。

(9 ) Das. Kapital, I, SS. 376-7.訳，465-6直。

また，r間-商品力*、互いに交換されるさいのfiin格が諸商iSiの価値とはぽ~̂致するためには，次のことよりはかにはなに.

も必要ではない◊_!といい，3つの条件があげられている（Das Kapital, III, S . 187.訳，224頁）力そとでも，自 

由な鏡ビの条件のもとで，社会的労働のi®分比率が社会的欲望の配分比率にひとしくなるということと，r価格が諸商 

品の価値とはぱ一*致するJ こととは同じものとして把えられている。 この両者が同じものとみなされうるのは， (cHa) 

のぱあいのみであゥて，（C)-(b)では前者は後者を意味しない。

(10) Das Kapital, I, S. 648.訳，80タ頁。
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不均衡を絶えず，しぱしぱ暴力的に，均衡化しなけれぱならないJ というとき一一この「均衡J* 

r不★衡 Disproportionjは需要ニ供給，市場価格ロ価値...生産価格'そのものだけを.意味:しなV、の 

ではあるが一一マルクX が 「不断の過程によって均衡化されるJ よ う な r不均摸?J と, rしぱしぱ 

暴力的に，场衡化しなけれぱならない」 r不均衡」とを明確に区別していることは明らかである。こ 

のことは，需給関係による市場価格の生産価格からの乖離のうち，価格メ力ニズムで解消していく

(C)一 (a)と，解消していかない(C)一 (b)との区別に通じるものである0

しかし『資本論』体系では，社会的総資本の拡大再生産の現実的運動,恐慌ニ産業循環の運動は

分析の対象とならなかったし，したがってまた，（C)一 (b)の総価格と総価値とのsife離•全般的な市場
. .

価格と生産価格との乖離がいかに生じ，いかに推移し, なぜ，いかにして反転してV、くのか……と 

いう問題もまた分析されることなく殘されることになったのである。

X X X

以上で，競争支配下 • 金本位制下における価格動を情単に分類 • 整進した。本稿の目的からみ 

て，これらについてつぎの諸点を捕足• 検討する必要があろう。

まず》紙幣過剰流通による価格上昇にかんする『資本論』の規定は, 従 来 般 に は ，価I格変動 

の一類型として以上の偶，（B), (C)とならんで取り扱われているが，ここでは第1 節からは除外しナこ。 

その理由は，ヌIj稿び資本論』における紙幣分析" 一" インフレ一.ション分析のだめのキ備的考察 

一一 ■ (± ) • c f ) J で明らかにしているが， 第 1 節の補節としす， この間題の内容とそれを除外す

. 価格変動の諸類聖

(11)

注（1り K, Marx, Theofien iiber den Mehrwert, II (K.Marx-F.Engels Werke, Bd. 26-2), S, 493.『剰余f®値学 

説史j  (rマiルクス》エンゲルス全集j 第26卷第2分冊，大月書店）665頁。

( 1 2 )マルクスは, r資本論J 第 1部第1篇第1章喃品」の分祈の末尾部分でゥぎのようにいう0

r互いに独立に営まれながらしかも社会的分寨のま然発生的な諸環として全面的^̂こ冗いに依存しあう私的諸労働が， 

絶えずそれらの社★的に均衡のとれた限度に遺元されるのは'私的諸労働の生物め偶然的な絶えず变動する交換割合 

かつうじて，それらの生産物め生産に社会的に必要な労働時間が，たとえぱだれ力、め頭上に倒れてくるときの力の法 

則のように，規制的な自然則として強力的に貫かれるからである，j

とれのみでは内容的にみて，競争•需給の恋動を通じて不断の不均南の不断の均衡化をのべているように理解さ 

れる。
ところがマルクスはこれに注記して，rただ周期的なif凉によってしか貫かれることのできない法則というものを， 

われわれはどう考えれぱよいのだろうか？それは，関与者たちの無意識にもとづいている一つの自然法則にはかならな 
いのであろ。J というエンゲルス個民経済学批判大綱J の見■解を引用している（Das Kaわtail, I, S. 89*謝，101|O。

ユンゲルX は！•大病』で, r競争の法則は，需要と供給はつねに一政しようとする，だからこそけっして一致することは 

ない，というこ> である。丄といい，この法則をr経済学者はおそろしくましいものと考えているJ ことを批利し，J■商衆 

恐慌は* この法則を確証する。しかもそれを完全に確証する。もっとも，経済学者がわれわれに信じさせようとしてい 

るのとは違◊た仕力でではあるが。J という。マルク；̂の弓I用した文はこの後につづくものであを。（F. Engds, Um- 

" risse zu eirier Kritik der Nationalokonomie, CK.Marx-F.Engels Werke, B d .1〕SS. 514-5. 8*国民経済学

批 判 大 綱 r全まJ 第 1巻,558^喷 )。

マルクスが上のようデぶr資本の主張をしつつ，とのエンゲルスの息解を注記しているところには, 、 ルクスが，.

あ ぐ 、 も4ふそら'^ r姨则的なg 然法則J の貫徹をのぺているよぅであること，Vかし『資本論』 

ではこの(cHbyの問題は対象外となっているので,その内容は，不断の不均衡の不®?の均衡化にとどまゥていること—-一 

これら商iSiがうかがわれる。
(13) rさ旧学会雑誌タ第71巻第3号および第4号，197碑 。 、
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る理由について若干の説明をつけておく。

以上の伽格変'動のうち，(C) 一 (!>)の他i格 の 問 題 は ，『資本論』でも分析対象とされていないし， 

この価格恋動がいかに生じ，ぃかに反転するかという間鹿は，独占資本主義への移行，金本位制の 

変質 ‘ 崩壊，国家独占資本主義の確立のもとでの問題め変容を考えるうえに-^つの重要な理論的基 

準となるので，第 2 節で若干の論点を指摘しておきたい。 .

また，本稿では，金貸流通のぱあいと，兌換銀行券発行のばあいとを，区別していないが，これ 

は★銀行券のま由な兌換が保証されている以上，兌換銀行券の発行• 贊社によって，第 1節でみテこ 

ものとは質の異なるM格上昇が生じることはないと考えるからである。だが，一部には，兌換銀行 

券においても，その過剰流速によってインフレといわれる価格上昇一 一 補節で扱うもの一一が生じ 

るという主張があるので，第 3 節ではこめ検射をする。

補 節 紙 幣 の 過 剰 流 通 に よ る 価 格 上 昇

..

( 1 ) マルクスは『経済学批半Ij』や 『資本論』第 1 部第 l i 第 3 享第2 節の紙幣分析におぃて， 

紙 幣 が r流通必要金量J 以上に流通したぱあぃ—— 以下では紙幣の過剩流通とよぶ…一に生じる倾 

格上昇に言■及してぃるので，従来一般に，資本主義における価格変化の問題をとりあげるぱあいに 

はほとんど，第 1 節で,みた(A), (B), (C ),の価格変化などともらん'i 、，この価格上昇がとりあげられて 

いる0

しかし，紙幣の過剰流通の間題を，自由競争わ支配する.資本ま;義における価格上昇と並列的に扱 

うことは方法的にみて問題といわねばならない。

マルクスは『資本論』で紙幣の過剰流通に言及してはいるが，その内容を梭討するならば，

で詳しくみたように，マルクス自身，『資本説』体系において，紙離の過剰流通問題をとりあげよ 

うとしたわけではないし，論理的にみても，『資本論』の当該筒所が過剰流通問題をとりあげうる 

場でないことは明らかである。また, 『経済学批制』 と 『資本論』'における紙幣分祈は， 内容的に 

みてかなり変化があり，『資本論』では紙幣分析の主題は，紙將二価値章機がなぜ,ぃかなる範囲内 

で金貨を代理できうるかということに絞られていっている。そしてこの間題の解明において,マル 

クスは辨幣が唯一^の流通手段として専一 支̂配している状態を対象としているのでは決してない。マ 

ルクスが r紙幣の象徴によって置き替えられるととができるJ とみなした状態一 一 そのr置き-;^えら 

れるj 根拠や紙將の本質を考察した状態—— は，紙 幣 が r流通必耍金量J め 「•梟/j、金/ f r 嘉 ,

注( 1 4 )前掲，.弁村喜代子rr資本論J における紙幣分析（上）（下) j

補節の見解はすべてこの論文での分析に依拠しているので，くわしくはこの論文を参照されたい。

(15) Dss K ap ita l,I, S . 142.訳, 167JC。

(16) Da's Kapital, I, S. 141,訳, 167東。

(17) Das Kapital, I, SS,142, 143, EK,167, I 68H 0
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^̂>ふを代理し, それ以上については必要に応じて金貨幣が流通手段になったり，蓄歳されたりする，

紙幣と金貨との混合流通である。したがって，養蔵貨幣など，流通手段は外の貨幣の諸機能は金に

よりて行なわれでいると想定きれていることはあまりにも明らかである。『資本論』におけるとのよ
( 18)

うな主題の橋定と対応して，『経済学批刺』にみられた r紙券が喉」の流通手段をなしていろ場ロJ 

♦紙幣の過剰流通の場合にかんする論述は，『資本論』 では大幅に削除，縮小されてわずか10行足 

らす*となり，その言及は内容的にみると，紙幣の発行を r流通必要金量J の •'最小限J に制購すべ 

きであるという主張の正当性をしめすための足的なものとなっていると思われる*"

こ.うした:点を考えると，マルクスg 身，競争のま配する資本主義の基本撥造を分析すも『資本論』 

体系のなかで，紙 幣 の 遍 を , 資本主義経済における貨幣間題•価格間翅としてと々扱う 

.意因をもっていなかったものと推察される。 '

論理的にみても，金の鋳造 • 馆解が禁止され，金の売買や輸出入が制限ないし禁止された条件下 

で問題となる紙幣の過剰流通問題をとり上げるためには，『資本論<3第 1 部第 1篇第 3.享第2 節(C) 

で明らかにされた, 流通手段機能を代行する紙幣二価値享標の分析のうえに，さらにかかる諸条件 

のもとで，貨幣の価値尺度機能•「価格の度量標準J 機能，蓄購貨幣の機能などがどうなり，世界貨

辦としての金の機能はいかになるのか......などを解明しなけれぱならないはずである。そうすれぱ，

そこでは紙幣が, 流通手段以外の諸拷能をも不充分ながら代行し，『資本論』で解明されたところ 

の流通手段機能のみを代理する紙幣= 価値享標と、う本質規定からはみ出たものとなっていること 

も明らかとなるであらう。かかる理論的分析の基礎上にはじめて,紙幣の過剰流通問題を問題とす 

'るととができるのである0

こうした諸点を充分檢討することなしに，対象としている資本主義を明確にすることなしに，紙 

幣の過剰流通の問題を, . ネ稿第1 節でみた価格上昇の間題と並歹IJ的にとり扱うことは，紙幣の過剰 

流通問題が間題となる制庞的諸条件；"一-金本位制との決定的な相違点一一を暖昧にし,間題の解明

に種々の混乱をもたらすものと思う。

それゆえ，この問題は，競争支配下 • 金本位制下の資本主義を対象とする第1 節では除外すべき 

とま' るが，一応補節として，『資本論J1.でのべられた紙幣の過剩流通による価格上昇にふれてお

価格変動の諸類型

(2') r資本論j でしめされた紙幣の過剩流通による価格上昇の内容はつぎめようなものである。 

(ィ)紙幣は货歉の流通手段機能の特殊性にもとづいて，流通手段としての金貨を代理する価値章標 

である。ある定期間における~"定の商品流適のもとでは，流通する:諸商品の価格総額とそれらの

注(18) K. Marx, Zur Kritik der poHtischen Okonomie, Erstes Heft (Werke, B d ,13) S. 100. r経済学批判J 

(r全娘ji m 考) 10ぼ。 , ,
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流通に必要な金貨総量= f流通必要金量J が与えられているが，紙幣が全体として代まできろのは 

この「流通必要金量」だけである。それゆえ，こ の r流通必要金量J が金貨2 ,0 0 0方ポンド (=500 

オッスの金）であったぱあいに，流通速度を同一として，その2 倍にあすこる額面総額4,000万ポンド 

の紙幣が流速させられたとしたならぱ， 1 ボンド紙幣各片はr ポンド金貸のI*  (コ1 オンスの金、し 

力、代表しないものとなる。

.(ロ)しれは.r事実上 . faktisch,.たとX■は1 ポント • スターリングは，'たとえぱオンスの金のか ... 

1
わりにオンスの金の貨歉名となる。絡果は, ちょうど価格の;^度Mafi der P re iseとしての金 

の機能が变えられたようなものである。)j 

(ハ) 「したがって，以前は1 ボンドという価格でまわされていたのと同じ価値が，いまでは2 ポン 

ドという倾格で表わされることになるのである。J

( 3 ) ここで指摘されているのは，それま身価値をもたない紙幣値章標が過剰に流通する ;!; 

とによって，紙幣各片の代表金量が低下し，以前と同じ商品の価値が2 倍のよび名でまわされるよ 

うになるということである,。本稿第1 節でみた価格上昇と比較していえば，（A),(B)め価格上昇では， 

小麦と金の価値比率が変化し，（C)の価格上昇では価値比率は同一であるが，（A),(B),(C) , いずれのげ 

あいにも， 1 クォ一ターの小麦の価格が1 ポンドから2 ポソ ドに上昇するとすれぱ，その価格上昇 

は " 1 クォーターの小麦;?=こ オンスの金" か ら れ1 ク ォ タ '~の小麦:^=±4~オンスの金"という 

関係への変化，つまり小麦と金との「交換割合J め変化をふくんでいた。これに対し，紙幣の過剰 

流通によ.る価格上昇では小麦と金の価値比率も同であり，.両 者 の 「交換割合J も同一*であ.るにも. 

かかわらず， 1 クォーターの小麦が1 ポンドではなく 2 ボンドというよび名でよばれることになる， 

というのである。価格の名目的上昇といえよう。

以上 の f資本論』での指摘については，別稿での検討にもとづいてつぎの2 つの点を指摘してお 

きすこぃ。

第 1 は，マルクスがここで国内における貨幣の流通手段機能の代理の問題に対象を限定し，過剰 

流通の結 果 も国内にかぎってのぺているととである。 したがって， 上の(ロ)でマルクスは , r価格の 

尺度としての金の機能が変えられたようなものであるJ とのべているが, その内容は，（イ)の紙幣の 

代表金量の低下したこととはとんど同じ内容のととをいいかえていると思われる。国内にかぎって 

みているので, 1 ポンドという r貨僻名J は 1 ポン.ド紙敝の上に印刷されている1 ポンドとしての 

み把えられ， 1 ポンド紙幣が金*1*オンスしか代表なくなったといゲととは , 1 ポシドという r貨 

名J 力、 1 ホント==金"^オン； へと事実上欽更したことと同じで.ある，とされたので'あろう。

注(1め Das ICapital,I, S .142.訳, 167H。
(20) Das Kapitol, I, S. 142.訳 も こ れ は （注19)に浪梭つづく。
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価格究勒の諸類型

との点をここで指摘した意味はとちであるo " l ボンド- 金 オ ン ス " という r侧格の度量德举J

が確定されているもとでは, その逆数である金1 オンスニ 4 ポンドが金の「鋳造価格」あるいは買

上価格となると同時に対外的には対外法的平価として各国貨醉の交換比率ニ為替平価を規制する6

1
こうして，金本位制のもとでは , " 1 ポソドニ金みオソス" は対内的にも対外的にもr価格の度量 

標準J として機能をはたしているのである。したがって,紙幣の過剰流通問題を間超とするため 

には，不換制下における貨幣の価値X 度機能 .I■伽格の度量ぽ準J 機能を国内的• 対外的に解明し， 

その関連において紙敷の過剰流通による紙幣各片の代表金量の低下、，価 格 （よび名）の上昇を論じ 

る必要があるのであって，この解明をぬきにして従来の通説的見解のように(ロ)をそのまま『価格の 

度量標準J の事実kの切り下げといきことは混乱をもたらすものでれる6 ま者はなおとの点に'6 、 

て未解決の問題をもっているが，『資本論J の言及が国内流通のみに対象を限定し， 対外的貨幣機 

能との関連を不問にしていた点で，過剰流通tこよる価格上昇の分析として理的に未完である点を

強く確認すべきものと思っている。

. . . .  . '  . .

. ( 3 ) いま一っ注意したいのは，マルクスの説明では，過剰流® にともなう(イ)，（ロ)，（ハ)め結果が，

商品の需給関係とは離れたと£ ろで, 商品の需給関係とは無関係に把握できるものであ？》かのよう

に語られていること，それと結びっいて，価格上昇は, 上に指摘したよう ;̂X；名目的という特質とと

もに，一般商品がいちようら1 ポンドから2 ポンドへ上昇するように把えられていることである。

かかる傾向は盤银者においては一層強くすぶり，従来一般には， r流通必要金量」 と流通貨幣量との

ん (14：ふら紙幣各片の代ま金量の低下. I■価格の度量恕票準J の事実上の切り下げを説き,:こ

の代表金量の低下• 「価格の度量標準J の事突上の切り下げそのものの結果として，価格の名目的

かっこ騰貴を説く傾向が強くみられる。「価格標準の事実上の切り下げの逆関係としての貨幣

名 • 価格名の事実上の引11^’」といわれ, 紙幣の代表金量め低下• 「価格の度量標準Jの事実的切り
(22)

下 げ の r必然的な反映として諸商品価格が一様に，しかも名目的に上昇するJ といわれるところに

は，かかる把握の特徴が端的に反映されている。かかる把握の当然の結果として，あらゆる価格が

いちように名目的に上昇すること力'; , この価格上拜の基本的特徵とされた。そして，第 1 節でみた,

(A),(B)の価値変動による価格変動のぱあV、に, 価'値変動が価格変動となって瑰われる現実的過程が

捨象されだのと同様, ここでも，価格の不均等的上#などの現実的過程を捨象してその本質を純粋
(23)

にしめすべきであるとされた。

注(2り 飯 田 繁 『ャルタ;^紙條理論の体系J ( 曰本評論社，I960年)，.244頁◊

( 2 2 ) 麓健一 r木換銀行券論J  (前出)，1 6 3 ^ 0  ‘

: ( 2 3 ) ある||{j題の® 論的考察において，なにを捨象するかは, をの問題の匙本的関係をいかに把握するかに？M 、ゥている。

紙幣の過剩流通による価格上昇について，鶴争支配下*金本位制下における価格ま'動と同じような論理段階で，同じ 

ような条iホ★捨象しで# 察しようというととは，觀軟の過剩流施153题力職 ♦ ま配下•金本位制下における価格恋動の間 

超とik:本的に興なる諸条件のもとで生じる問題てルるという認《偉め欠落していることを反映するものとい;t よう。

1 0 9 (グ5 ；0

f

m



「主m学会雑誌j 7 1巻5 号 （I 978年10月）

しかしながら，紙離の過剰流通間題は，この間題の特質からいって，その基本的開係の把握自体， 

過剰流通固有の# 給関係のなかで行なわれるべきもめである。紙隙の過剰流通とは，金貨流通であ 

れぱ2 , 000万ポシドの金貸（ニ500万オンスの金）で流通した同じ諸商品に対して，額面総額が2 倍に 

水増しされた4,ooô srポンドの紙幣が流通手段として投入され，それらの勝買にむかうことである。 

こめようにM額 2 倍に水増しされたも 000万ボンドの紙幣が流通手段ニ購買手段として商品購買に 

むかうからこそ,紙幣各片の代表金量は1 ボンド の • （ニオンスの金) に低下するのであるし，こ 

のように2 倍に水増しされた4 , 0 0 0万ボンドの紙幣が商品購買にむかうからこそ，同じ商品価値総 

額は全体として2 倍に水増しされた価格（よび名）で表わされるようになるのである。

マW クスま身も，. その継承者も，紙幣各片？)代I I金量の低下，事実上 " 1 ボンドニ金1 オンス" 

と な る 変 化 あ : C で価格上昇を把え，その結果あらゆる価格がいちように1 ボン 

ドから2 ポンドになるということによって，ここでの価格上昇の名目性が明白にしめされると考え 

たのかもしれない。しか.し，上のように紙幣の過剰流通における需給の特殊性を把握して需要り水 

増しの特殊性を明示するならば, 価格上昇の名目性はかえって明白になるはずである。また上のよ 

うに把握することによって, ここでの価格上昇は，価格が全体として2倍に水増しして表わされる 

ものであること，このf面格の名目的上昇というととが，商品の取得関係の恋容♦俩格の不き等的上 

、昇とま！:r 結 •、て現われるところに紙幣の過乗!!流通の特質があること，を明らかにすべきもの 

と思う。

もっとも簡単な例でいえば,「流通必要金量J 力';2,000万ポンドであるもとで家が2,000万ポン
• , .  

ドの紙幣を追加発行し，国家き身がこの2,000万ポンドの紙敝で購買を行なうとすれば，国家はさ 

もなければ不可能であった請商品を取得することが可能となり，他方一般購買者は2,000；̂ポンド 

で以前より少ない請商品しか取得でき,なくなるのである。つまり，紙勝の過剰発行• 過剰投入は， 

さもなけれぱ購貿不能であったものに購賀手段を付与することによって,，社会全体の諸商品の取得 

開係を変容させるのである。そのばあい，国家がその2,000万ポンド紙常によって行なう商品の購 

買 比 率 に じ て （一般購買者の購買比率がどれに対応して変化すれぱ，この変イ匕が加わる）,価格上昇はア 

ンバランスに生じる。ここでの価格上-昇の不均等性は，たんに商品生産固有の無政府性のもとで生 

じる不均等-性とは質を異にするものである。（なお，過剰流通問題.では,.このように国家が滅幣を過剰に 

発行し，それをもって購買を行なうぱあいの問題と， この購買によって商品販売者の手に波った紙僻がその後 

いかに流通し，いかに過剩流通をもたらすかという間题とがあり，商者は理論的に峻別すべきであるが，ここ 

では単純な前者のぱあいのみにH及した0 ) .

さらにまた，このように把握することによって，紙離の過剰流通問題が，金本位制下の商品流通 

における価格変動とは根本的に-巧なり，® 家が政策的にその水増しの程度やその投入のし方を左右 

できるものであり，それを通じて商品取得関係の変容• 価格の不均等的上昇のあり方，さらには設

.......110(755)----'
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備投資 • 再生産のあり方を政策的に左右していく可能性をもっていることを，こ9 間題の基本的特 

徴の一つとして明示すべきものと思う。

また，ここでは基本開係の把握についてのみ注意したが，こうした把握に立脚することによぅて 

はじめて，紙幣の過剰流通に対応して商品生産• 供給の変化-一->再生産のあり方の化が生じ，そ 

れがまた紙幣の流通を規制していくという，現実的過程の分析が充分なものとなっていくであろう0

.

第 2 節循環的な価格変動

. .  .■ •

(0—(b)の需給関係の変動による全般的な市場細格の運動を解明するということは,ごの間題の性 

質上,産業後環の運動の解明を行なうことに帰着する0 これらについての筆者の見解はすでに『恐 

慌 • 産寒循環の理論』で明らかにしてあるので，ここでは，本稿の目的との関係でとくに注意すベ 

き点のみを指することにする。

( 1 ) 第 1 に强調したいことは，ひとたび需要がかなりの程度で供給を上回って拡大し,再生産

拡大の運動が惹起されると，そこでは，いわゆる「価格メカニズムJによる需給調節作用は，総需要

と総供給の一致• 総 価 格 と 総 価 値 の を も すこらすうえには無力であるということ，好況局面での
ぃ (24)

市場制格上昇後向は, ただ過剰生産恐慌の発によってのみ終止符をうたれるということである。

したがって，そこセの反転は，市場俩格が生産制格へひきつけられるというものではないし，生産

価格へひきつけられる過程で行きすぎたというものでもない。過剰生産恐慌のf i発のもとで「破滅

的価格J への暴落が余儀なくされるのであり，かかる価格暴落が)愚剰生産物め処分，さらには旧式

設備の廃棄や劣等企業の破減ニ倒産による生産能力の破壊. 縮小を行なうことによって， r破滅的

価格』からの-^応の0 復をはたしていくものの，その後も不況局面のもとで，価格は全般的に"市

場価格< 生産価格" の状態で停迷をつつ4け :^のである。

' 価格変動の諸類型 .

注( 2 4 )これまで，しぱしぱ強調してきたように，宇野弘蔵氏の理論の致命的欠陥のつは，資本制生まにおけるあらゆる 

r不均衡J はすべてr価格メカュズムJ によって均衡化されていくとしたことにある◊(兆村 r恐慌，産業循環の理論』 

の各章の（補) における宇野氏への批判を参照されたい0 ) このため，宇野氏では，産業循環• 恐慌の考察においても， 

一般商品の需給幽係の変動は，I■価格メ力ュズムJ によって支障なく調節されていくものとされ,，考察の対象とはなら 

ないのであるo'本稿第1節の分類でいえぱ，（cHa)のみとなって，（c)-(b)がM失われるわけである。

そして, r価格メ力A ズムI で調節されない特殊な商品労働力にかぎって，需給関係によるその価格= 賀金の变動が 

注目されるのである。 ...

宇野理論を維71：する藤誠氏も認められるように，‘宇野氏ではr産業循環における労働力商(S,の価格の特殊な変動と 

それをつうずる価値規定がたちいって考察されながら，これに対応する商品生ま物の価格の变動とそれをつうずる価値 

法則の展開が考處の外にお力、れているJ である。（r信用と恐慌束大出版会，1973年，313~4頁‘)。

なお，タ藤氏は，こうした宇野氏に不分な-価を指摘されるものの, 基本的には宇野理論を継?まされ，r……諸商品 

の需給や不一致は，価値法則にもとづく資本の連勒をとおして，通fitの場合にはまたたえず訂正されてゆく。J (271：S) 

' とされるため，ま:業姻環における一奴商品伽格の恋動といっても，労货騰資が資本の有機的情成の典なる諸部の価格 

にめ̂3：す作用，自然的網約のある生産物のfmi格上昇，投機による価格上昇などが, 指摘されるのiみである0
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■ ( 2 ) 第 2 に強調すべきことは，揮環的な価格変'励の解明のためには,需要と供給のポ離を生み 

だす譜要因の羅列ではなく，一国の再生産め拡大ホ惹起していくよb な "総ま耍> 総供給" が生じ， 
 ̂ . - .. ■ 

しかもこの "総需要> 総供給"が急速な生ま拡大ニ供給増大のもとでも定期間持続するのはなぜ 

か，•さらにまた一 定̂期間の後に逆に"德需要C 総供給" が急激に全般化するのはなぜ力S を明らか 

にしなければならない，ということである。

間題解明の鍵はつぎの点にもとめられよう6 子なわち, 特別な回転をしめす画定資本の填補と， 

固定資本の一括投下をふくむ新投資においては，固定資本の価値的填補f (ニ購責なき販売）と現物 

更 新 (ニ販売なき購買) とめ間で， また剰余価値部分がらの蓄積基金積立て.mA (ニ購買なき販 

売V と現実的蓄積GmA 0 販売なき購買) との間セ, 購賀総額と販売額との大きな乖®の生じる 

可能性があり,資本制生産にはこの可能性を現実化していく力が内在しているとと，とれである。 

. 享実，.需要拡大の見通しがな.く，低い利潤率のもとで停迷しズいるT静止状愈J から需要の大幅 

拡大一一^肖生産拡大をもたらすものは， r特別剰余価値 • 利潤J の獲得のための新生産方法の導入. 

普及と結びついだ圃定奪本更新投資の群生-~一  f くg F の持続一~••である。また好況局面ではこの 

更新投資の群生の基礎上で新投資が誘発され， 需要の群的拡大と新投資とが相互促進しつつ，「エ 

部門の不均等的掀大J が持続していくざである。ヒめ過程やは，需宴拡大，市場脑格上昇r 対応し 

て新投資による生産拡大がす '"fみ，価格上昇に反作用が与えられる力':,新投資では耐久的な労働 

手段を一括購入するという特殊性があるし， I 部門では新投資は自部門の需妻の群的拡大を誘発す 

るというエ部門内部転態の特殊性があるめで, とくに労働手段開係のI 部門を中心に，市場価格上 

昇傾向はたえざる反作用をともないつつも持続していくこととなる6 この過程で雇用拡大一~>]1部 

門の需襄拡大• 価格上昇一" ^ I I部門の新投資もすすむが，それはそれでまたエ部門に対する需要の 

群的拡大をうみだし，上のような I 部門の新投資の誘発を海すので, 需襄拡大，制格上昇傾向もI  

部門の方が強く，「I 部門の不均參的拡大J が持続していくのである。 •

そして，この急速な「I 部の不均等的拡大 J こそは，同時に，過剰生産の全般化する基盤をうみ 

だしていくものにはかならない。急 激 な r i 部門の不均等的拡大J を通じて膨大なr余 剰 生 手 段 J 

(拡大再生産用の生産手段）が生産されるようになる力'; ,資本主義においては， れに対応して労働者 

~^人当りの消費を拡大させ，こ の 「余剰生ま手段J をそのためのI 部門の拡:みこ利用していく' メカ 

ュズムがまったく存在していないので， r i 部門の不均等的掀木」によって膨大な[余剰生産手段J 

.が生産されるようになっナこもとでは， I 部門を中心にまずます高率の再生産の拡大が行なわれ，累 

增する新投資にi : っ て r余剰生産手段J が購入メ利用されていかないかぎり，生産手段の過剰化が 

避けられないという関係がうみだされていくのである'。擎者がr I 部門の不均等的拡大J過程におけ 

るく生産と消資の矛盾> の累積として雖調するものである◊ このような関係がうみだされた基礎上

'一~~ 112( デ ---
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価格ま、動の諸類型

であるからこそ， が発生し，新投資が r余剰生産手段J を吸引するには不充分な状態がひ

とたび出現すると，これは，一一決して部分的一時的な需給関係の悪化として解消されずに一^新

投資の減退と生産手段の,需給関係の悪化との加速度的な相互促進を生みだし, 膨 大 な r余剰生産手

段J をいっきょに過剰化していくのであるし，これを軸として全般的過剰生産恐慌を惹起していく 
(25)

のである。

好況的価格上昇とその転は，以上のような好況的究展を持続させていく基本桃造,急激な過剰

生産の全般化を生みだす基盤との関連で把握するととが不可欠で、あって,産業循環上の各鶴の変動

のきまに目を奪われてはならない。たとえぱ好況的価格上昇については, 長 期 の 「建設 ♦生産期向J

におけるW —GなきG—W の持続，商業資本や投機業者による一方的買付の持続;あるいは供給增
, ' ( 2 6 )

大がS 然的条件によって制約されているて植物性および動狗性の原料」などの問題が部分的にサ 

よ, 激しい価格変動をもたらすものとして注目をひく。また，全般的過剰生産はある部分で、生じた 

部分的過剰生産が産業連関を通じて波及するものとして現象するし，あるま分でての過剰生ま• ま赵N 

不能の発生から，ま払連鎮が支払不能の速鎮へと転じ，貨幣 • 信用恐慌が爆発するところから，過 . 

剰生産恐慌が生じるように現象する。しテこがって，長 期 の 「建設 ♦生産期間J , 我機的買付け，「A4 

物性および動物性の原料」などの諸要因によって，好況的価格上昇を説明するものも多いし，ますこ, 

これら要因をめぐる 5̂[しい需給の変動• 価格変動によって部分的な過剰の発生を指摘し，ここから 

の産業運関を通じセの波及，支担N不能の連鎖的波及として，恐慌を説くものも少なくないしかし， 

とれら要因によってi t , 好況局面を生みだし，急速な拡大再生産がすすむももでも全般的*不均等 

的な起過需要•価格上昇が持続しズいく メ力らズムを解明すること,ができない点，銘記しなけれぽ 

ならない。また，上に指摘した，筆者が< 生の消費の矛盾>の累積とよぶ基盤がなかったならぱ 

たとえぱ「余剰生産手段」がほとんど生産されないような再生産のもとであれぱ,たとえ部分 

的な生産過剰が生じても，そこでは新投資の減退と生産宇段の谱給想化•価格下落とが加速度的に 

相互捉進しあいつつ族大チぶ生産手段をいっきキに過剰化していく基盤ばないし,またたと免部分的 

過剰と結かついて支払不能が生じたとしても，資オi家が全体として順調な再生産を行なっているか 

ぎり支仏不能の連鎮液及はくいとめられるはずである。

あるいは，好況末期の価格上昇傾向のもとで生じる金流出，金準備棘少に注目して，この金準傭 

減少が銀行券の発行• 貧付の制限強化，利子率上昇をもたらし，これによって下降への逆転，好況 

的価格上昇の反転を惹起するとま張するものも★な く な い (この論理は，他の主張と重なりあって多 

後な展開をしめしているとはいえ，他の主張が不明確なため事実上この識BEによって恐慌を説明するものとな 

> てぃるぱぁぃが少なくない好況が進展すると， 金流出が促される鎮向があること，金流出はあ

注( 2 5 )以上くわしくは，弁村『恐慌、ま業循環め理論■!第6享を参照されたい9 

(26) Das Kapital, III, S , 129.訳, 160寅。. .■.

-----X13(Z^1) '



る程度の利子率上昇•貸付制限をもたらすこと，'は認られる。しがし，r恐慌.産業循環の理論JIで 

強調したように, 国内において再生産が順調にすすみ,貸付の順調な遺流が行なわれるもとであれ 

ぱ， 定の金流出に対応しで利子率上昇. 貸付制限を行なう程度も輕微ヤりうるし，またそれが 

ら好況末期にみられる利子率引上げ，貸 付 制 限 の 化 が 生 じ る こ と は な い で あ ろ う 。上 '"i?指 

摘したく生と消費の矛盾> の累積 • 成熟しナこもとで，部分的な需給辱化が必然的に,#、速な全般的 

過剰を惹起していく基盤が作りだされているからとを一一くわしくはその基盤のもとで信用の過度 

膨膜，流通 • 生産の過度緊張力';すすんでいをからこそ一一若千り利子率上昇，貧付制眼が生じると， 

それはたんに新投資や投機的活動を若千抑制するだけにとどまらずに, : 需給関係の恶化:，支払困難 

を表面化し，貸忖の遺流の遅延,•不能の危険と他方での支払手段需要め激増のもとで， 層め利字 

率引上げ • 貧付制政を促すことになるし，それを直接的契:̂まとして下降への逆転が4^じることもあ
(27)

るのである。

• ■ . .  ' ' . . . .
( 3 ) 以上を本稿で強調したのはつぎの点を念頭においてのことである。

.もし，.以上に指摘したように，.好況的価格上昇--^金流出.金準備滅少--^利子率引上げ♦貧付 .

制限一~>蓄精制約一—反転，と寒えたり，部分的な生産過剰♦部分的な支拓^不能からのたんなる連鎮 

波及としてのみ下降への邀転を把握するならば， （急速な過剰生産の全般化が説明できないという点を一  

応おくとして) , 兌換停止以降， 兌換による制約から解放された中央銀行が信用供与によって支払不 

能を!^避し, 賀幣 • 信用恐慌を防止する政策手段を見出していったもとでは,資本制的拡大再生産 

における困難ははとんど容易に解決されることになるであろう。資本制的拡大再生虐めかかえる解 

決不能の困難のすべては, 自然!^ • 絶対的制約による困難—— 資源不足 • 資源の価格高騰,労傷カ力 

不足 • 貧金率高騰などとなるであろう。 , > 一

独占資本主義では, 独占資本の投資行動g 体に変化が生じ，摩業循環の変®;も変容するが,独占 

資本主義固有の諸条件のもとでひとたび新投資の群生が生じるならぱ，上に指摘した r r 部門の不 

均參的拡大J は独占資本主義同有の激しさをもって進展していくのであるし，国她資政策によって 

成長の促進 • 持続の政策がとられ，新授資が誘発されていくばあいにも,基本的には同じような発 

展がすすむことになる。それゆえにこそ，たんに部分的な過剰生産や部分的なま払不能の救済では 

なく，過剰の全般化を抑制するための強力な金融.財政政策や,それにつづく過剰生ま能力のもとで 

の停滞を克服するために, 一層の金融♦財政策が耍求されるのであるし , これらの政策的对]!；£；力t新 

しい困難 . 矛盾をともなうことにもなるのであるスタグプレーシg ンはこの現わ;f tといえ丄28̂ 。

( 4 ) 好況的価格上昇が恐慌によって反転することについて，最後に•つぎの点を注意したい。

法( 27)  くわしくは，非村r恐慌• 途業徹環の理論j 第5 章第3 節を参照されたい;i 
<28) 非村喜代子r恐慌論研梵の現状と問題点（下) j ( r経済評i u y 1975解 1月号)，rスタグプレ*~シきンへの分析视如 

(経済セミナー湖刊rマルクス経济学のすべでj 197碑 〉を食照されたい。

—— 114 (デ*び) •
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価格変'動の諸類型

従来，インプレーシ3 ンの譲論では，インフレ的価格上昇を需給関係よるf®格上昇•好況的価 

格上昇と比較して, 後者が一時的で反転する反し，インフレ的価格上昇が固定的•非反転的で
. .

あることが類型的に対比され, その差が一 面̂的に強調され, あたかも価格上昇が•^特的で反転すれ 

ぱ間題ではないが，固定的 • 非反転的である.ところに問題の深刻さがあるかのような意見が一般的

にみられね6 ,
たとえば, 麓 傭 氏 は r商品の侧に要因をもつ脚格変動J の特徴として r価格のま動^は無限の 

連統性がないJ 点をあげ，「需給関係が変i t するぱあいには， 価格変動には一つの周期性がみられ， 

たとえば，価格の上昇がニを度に達すれれ必然的に下金に解化するのである。これはすなわ
(23)

ち景気変動の過程にみられる価格変動の現象であるoJ (傍点，弁村）といわれる6 岡橋保氏で、も,.

イソつレ 一 シ 「商品価値の上昇をふくまないから，商品価値り減少による反落のおそれのな 

い物価の騰貴であるぱかりか，商品の供給増加によって吸収されるような価値価格の翁離にもと 

づぐこdI的な物価の上昇でもないから,循環性をもつ好況騰貴と区別された名目的な物価の騰貴で 

ぷ 0ネoJ (法点，岡橋氏）といわれ, インフレ的価格上昇の闺定性• 非反転性と，-その他の価格上斤 

の一時性♦反転性との差異がくり導し強調されている。 、

こうした傾向は一般的にみられるが，そこには,価格变化を再生産の運動と結びついた蓮動とし 

て把えることなしに,価格変化の型それ自体の比較終っている方法的服界が露呈していると思わ 

れる。しかし，価格変動の型それき体は矛盾の内容をしめすものではない。価格上昇がュt時的 t ぽ 

転的であるか，固定6  ̂• 非反転的であるかということそれ自体は，その問題が深刻であ？)かどうか 

をしめすもので;はまったくない。これは, 好況的倾格上昇が恐慌爆発によって反転し，この価格暴 

落 . それにつづく低価格が，労働者の失業の発生をともないつつ‘現われるこ‘とを考えただけでもた 

だちをこ明らかであろ弓n そしてまた，価格分祈が, かかる類型的比較をことどまっているかぎり，好 

況的価格上昇が一*時的 ♦反転的であるみえんも，インフレ的価格上昇が固定的•非反転的セあるゆ 

えんも，決して明確にすることはできない。

循環的な価格変動は，あくまでも，社会的な拡大再生摩の運動と結びついてM開するものとレて 

把え，産業循環におけるき虐の累積♦爆発と関連づけて把えることが肝要である。現代資本主義に 

おける価格問題の分析も, この分析の基礎上で，これら内容が，独占資本主義べの參行,金本位制 

の変質 . 崩壊，国家独占資本主義の確'立のもとでいかに変容していくかという形で分析していくべ

きものであろう。 ぃ •

• ■ •• < ■
I ' . . .  _

( 5 ) 最後に，紘価格と総値値（ニ総生産価格) との311離の間題について若干の補足をしておく o'

注( 29) 麓健~  ̂ S*不換銀行券論』142^ 3買。 •
( 30) 岡橋保『現代インプレーシeTノ論批制J ( 曰本評論社, 1% 7約 67；P U なお，r資本主義経清のま雄的な価格の運動J 

かんする岡橋氏め見鮮（同書224"^觸 ）も参照。 V

—— • ,1 1 5 (7 4 3 )  -~



綱 :、命 み ’"

いfrd

r
l>4-

P：£>rjSŜi
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市場価格は，以上のベてきたととちからも明らかなように， 寒循環の運励のなかでそれに規定 

されつつ変動するのであって, 生産価格が市場侧格の運動の中心としX , 乖離したホ場価格をひき 

つける作用を直接はたしているわけではない。産業循環の肩期的変動のもとで市場価格の周期的変 

動が行なわれる緒東，それら0 大体の平均として, 生産価格が存在するので、ある。

もっとも，市場値格が産業循環の連動に規定されて独自に変励するといっても,生産価格からの 

上T o 乘ぜはある賊界內に服定されるめであって，これについて生産価格は直接，間接に一定の作 

用をあぽしX いるとみることができよう6 、

恐慌爆発によクて生じる価格暴落は，旧式設備の廃棄•旧式設備のみの劣弱:iii業の抛まも通じて 

価格の■̂ 応の反転をもたらすが，とのことま体，市場価格が個別生産f i格を下廻る程度が損失を発 

生するくらいとなれぱ皮作用が加わることをしめしている。また，この過程で, 旧式設備の廃棄 . 

劣弱企業の倒産がすすむことは, 当該部門の生産諸条# の平均水準の上昇，生産価格自体の低下を 

もたらすことを通じて，生産価格が低い市場価格に近づくよう作用する。キして，暴落以後の市場 

価格は，残存企業の大部分が低いとはいえ-^応の利潤率を得る水準にお い て か か る 水準になる 

まで，旧式設備 • 劣弱企業の倒産をおしすすめて~ ~ 一応、の沈静をみるのである'。この不況局面や 

の低価格•低利潤率のもとで，「特別剰余価値 • 利潤』 を獲得するための新生産方法の導入がとく 

に強く刺激 • 促進されるが，このことも，生産M 格の一層の低下によって生ま価格を低い市場価格 

へ接近させる作用をはたす。 .

他方,好況局面での価格上昇のもとでは，資本家は過去の価格の変動*利潤率の変動とそれらの 

平均的水準を検討し，それらを基準として新投資を実行していくのです利潤率が平均的水準をある 

程度こえると新投資の実施ニ生; ^能力増大によって当該部門の価格上昇に反作用が働《こととなる 

—— もっともとの新投資は闕連諸部門に対し群的投資需要を創出し価格上昇要因となっていくので 

あり，それはまたそとでの新投資を誘翁するという形で進展していくカンこうして価格上昇は,新 

投資一供給増大による反作用のもとで，その上昇を制約されつつ進展することとなり，好況局面 

でも，伽格上昇は一定の限界にとどあられることに: ( 先に指摘したように/ 長期の r建誇.生産 

. .

注( 3 1 )マルクスが，産業循環のもとでの総需要と総供給の乖離の運動，総価格と総fiii値の乖離の速動をいかに把握していた 

力、は正確には分らない。

ただ, 価随ン生産価格がr過ぎまった運動の平均としてJ 把えられているとと, さらにまたとの■̂定Jig間にわたって 

経験的にももとめられうる（■平均基準j 力’、資本家の投資行動の基準となることによって，一定の作用をはたすと考えら 

れているとと，は明らかといえよう。 マ ル ク ス は つ ぎ の う に い う 。

r市場俯格の絶え問ない振動，その上昇とIE下は，冗いに廣い合い，相殺されて，おのずからその内的基としての 

平均価格に遺元されるのである◊ この基準は，たとえば，いくらか長い期問にわたるすぺての企業で商人やま業家の導 

きのa となる《つまり，/彼は, いくらか長い期間を全体として見れぱ，商品は現突にはその乎均制格よりも安くも高< 

もな < ,その平均価格で売られるとととを知っているのであるoj (Das Kapital.I, S.18L訳，2l8；0 。
r ' " …与免られたどの場合にも需要と供給とはけ っ し て 致しないとしても，それらの不一致は次々に続いて起きる 

のだから"~•そしで-力へのかたよりの結果が反対の方向への別のかたよりを呼び起こすのだから—— , 大なり小なり 

め-"期問の全体を見れば，供格と需要とは絶えず鼓するのである。といっても,たた過ぎた迪動の平均としての

r三m 学会雑誌j 71巻 5 号 （1978年10月)



期間J のものや，自然的制約のあるr植物性および動物性の原料Jなどがとくに瓶箸な上昇をしめし,好況的価 

格上昇の中心であるかのような現叙がみられるのも，このためである0) . ...

第 3 節兌換銀行券と価格上昇
,

以上では, 金貴流通のぱあいと，兌換觸行券流通のぱあいを区別しでいないか，それは兌ま銀ね  ̂

券でほ, そめ貸付状況が商品の需給関係• 市場価格，拡大再メ与産の進展に影響を与えるとしても， 

兌換銀行券資时固有のto格変動問題一""■第 1節でみた輪⑥ ’ぬ とは質の異なる価格変動問題^■■一 

をもたらすものではないと考えたからである。 _

とこもが , 一部では、，兌換銀行券のもとでも，価値章標の過乗！)流通固有の価格上昇一補節の価 

格上昇にあたる—— と同じ事態が生じ，イソフレが生じるという見解があるので，本節では，この 

見解を系統的に展開されている川合~̂ 郎氏の説を検討することを通じて，若干の問題点を指摘した 

い る （ことでは, 兌換制下の問題にかぎっての川合氏の見解を検討する。この見解は川合氏のインフレ'■̂シ3 

ン論と関連をもっているが,氏のインフレーショシ^そのものについては後の機会に棱时したい0)
• .

( 1 ) まず，川合氏の見解を, できるだけ氏の説明を引用しつつ要約すると, つぎのようになろう。 

(イ)川合氏の主張を支をる軸は> 銀行券貸时が r原始的購買手段」の与であるという氏輯特の考 

えである。（以下でrife行券はすべて兌換銀行券のことである◊) V

f貨幣みは現実には商品価値の転形した.ものであり，それゆえにこそ他の商品を購買しうるのであ 

る。たお, 特定の商品たとえぱ金がすでに商品社会の働きかけに•よって貨幣商品とされている状態 

のもとにおいては，金は地中から掘出される:と同時に購買手跌として流®内に入りうることになる. 

が，これは原始的な購買手段である。すなわちこの場合の金はWの艇形したG, W—GのGとL て，

次のG—Wか行■うのではなく，全く流通外からはめてG—Wを行うのである。これは供給の結果 

, ではない一*方的な需要であり，価格を騰貴させる。 ’

......新たに発行された銀行券が成った購買手段というのは，同じ購買手段とはいっても,かかる

原始的な購買手段である。いままでの段階では銀行券は手形割引によってでたものとしてきている 
■ . . . ' . . ■ '. . ̂ ' • - 

そしてただそれらのネ盾の不断の運動としてのみ, 一致するのではあるが0 こうして，市場価値からかたよる市場 

価格も，それらの平均数から見れは‘* 平均きれてffj場価値に一致する。というのは，市場価値からの諸偏差はプラスと 

々イナスとして相殺されるからである。そして, この乎均数は，けっしズ举に理输的な重耍性をもっているだけではな 

く，資本にとっては実辟上の重要性をもっズいるのであって，資本の投下は長短の一定の期間めいろいろな変動と平均 

イ匕とを計算fこ入れて行なわれるのである。J (Das Kapital, III, S‘ 200.訳，239其)。

■ なお，上の文で，上方乖離と下方飾离iが相殺されてしまうようにいゥているのは• いいすぎである。
注( 3 2 )川合~̂郎 f資本と信用—— 金融経済論ぼ説—— J (有斐閣，1954年）がをの代表的なものである。これは古いものであ 

るが，以下にみるr原始的蹄買手段J 説を中心とした氏の理論骨子は，氏のインフレ論の基礎,となっているし，そこtら 

' は検射すべき論点がふくまれていると思われるので，対象とした。
なお，柴垣和夫氏も，兌換制卞であゥても好況末期において* ■■一時的，経過的にはj , げ流通必耍量•！以上の邀货が 

流® 界に役せ,られJ , インフレが 1̂̂じるとさ；H るCr日本資本主義のイ、ンプレ体質J r極済評熟 ‘1966年9月号)。

■—一 \Xli745') 一 • ,
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(38) 同上, 105 貝。
(39) 同上, 11媒 6
(40) 同上，1嘲 。
(41) 同上，1喊 0

n ^ { 7 ^ 6 )

mMB

が，そめ手形が発行されたのは商業信用授与の結果であり，商業信用とは，未だ供給が完了してぃ 

なぃ，すなわち，WがGに転形してぃなぃときに，次の需要を行わしめるものだからであるoj

‘ - 、’ . 

(ロ)資本に対する銀行券の貧村は，か か る r原始的購;^手段」の供与であり，これによって，通貨 

は f流® r 必要んU 上ら」流通する（傍点，弁村)。
... ■ ' ' 

r .資本に必要とぃうことは商品流通に必要なとぃうのとは違うことである。 商品生jま==流通の 

面から，流通に必要なとぃうのはあくまでW —G—W におけるG で、あり, W © 転形しナと結果たるG 

であっで, それ以外に流通にi^、襄な資幣とぃう概念はありえなぃ。しかるに資本にとって必要なと 

ぃうのはG— W — G’の発端のG であろ。これは究極的にはW の転形したG でなけれは*ならぬとはぃ 

え，資本にとっては流通外からの原始的購買手段であっても向構わなぃからである。ここに資本 

i こ必要な貸幣と流通に必要貨幣とぃうもの力 ' ; ,概念上のみならず，現実にも改しない可能性が 

生れてくる。

.しかも銀行券の発行が貸付•によって行われることはこ可能性を必然的なものとする。すなわち，

まだ商品の供給を完了しなぃのに，すなわちW— Gが完了しなぃのに，G—Wを行おうとするからで

ある。したがって,借受者たる産業資本が全く順調に回流し銀行の貸付が回流し，銀行券が]£確に
(34 )

遺流してさえ, 遺流するまでの期間は流通に必要な以上に出てぃたのであるoJ (傍点, ガI合氏） .
* ■ ■ . . .

/ ■ ■ '"X

(ハ)以上の結果，兌換銀行券のもとでも，紙幣の過剰流通によって生じる状態と同じ状態が生じ，
. .  .

ィンフレレシンンが生じうる。

rかくして流通手段としての貸幣商品金の表享,したがって畔貿手段としての資幣金の代理にも転 

化してぃるところの紙片と同じ体裁，外観，発行者をもつ紙片が購冥手段代理の共通性を利用して 

投入されれぱ，W—GにもとづかなぃG—Wが次々に行われてま要は供給を超過し物価Jは騰貴して 

ゆく。この騰貴した状態を車後的に静態的にみれば，流通必要金量をより多の価値表章が代理す 

るから，一個当りの代理金量は減り，価格標準が下落したのと伺じ状態になるのセあ「これは 

普通にインフレーションとよばれるo/ ,

こ の r減価の本貧J は r価値表室一般の減価であって(f)以上のように兌換銀行券も「減価丄
レ (37) ,

紙幣の減価と何ら変らなV、Jが，しかし兌換銀行券は，「銀行券に特有な自己の数量調節機構をも
(38) 、 '

て い る J ので，こ の r減価J は r累積J していかない。 ’

この数量調節機構 J の基本は，銀行券の "貸付一返済" - 回収という r遺流の法則J であり，
■ (39〉 • .

とれによって[調節しきれない最後の分Jの調節は後行券の兌換によつ て行なわれる。r兌換は資本
(40)

にとって‘貨幣数量の事後fK)な調節手段J である。や:だし，この兌換によって金が要求され:ないよら
(41)

に銀行が貸付を操作するので，贷 付 は rま前的な調節手段」 として機能する。 ■

ぶ:器還;
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(3 4 )同上,

(3 5 )同上,

(3 6 )同上* 

(3ダ）间上,
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価格変動の諸類型

ニ '■ -

( 2 ) さて, 川合氏が銀行券貧せについてまず注目されたのは，銀行券貸付は，W ' G を行なっ 

ていない資ネ家に对して^^~~0にもとづかない0 —ザを可能とすあこと,したがって価格上昇作用 

をもつというととであろう。

もしそお だ̂けであるとすれぱ，一̂定の艘定を加えれぱ,そのとぉり力ぁちう。あるン定斯間をと 

ってみて, 資本に対する.銀行券の資付は，さもなけれぱ不可能であった購買を可能とし，との分だ 

け全体の購實を増大させるから，他の事情が‘ 定であれば,当該期間にぉいて価格を上昇させる作 

用を'もつことは明らかである。（これは拡大再生産のチンボを速め，再生産規模を坡大するので，その後の 

価格の推移はここでの条件だけでは語れないが。） '

問題は，ここでの価格上昇の内実である。

川合ねよノ銀行券貸付によりてW*~GにもとづかないGニW • r原始的購買手段J が供与される 

こと4 :^ 1 ^ # を, 「流通必要量丄以上の通貨の流通外からの投入であるとし， こ 結果，銀行券の 

r代表金量J の低下* 「減価J, r価格標準が下落じたのと同じ状態J •インラレが生じるといわれ 

てぃく。

しかし，はたしてそ.うであろう力、。

まず， r流通必襄貨龄量J • 通貨の剰流速について。

JII合氏の特徴は， r碑通必襄貨幣量J を .「あくまで^^^~0—ホにぉける0_]としで把え，こ の rw 

一 G~~WにぉけるG j を 的 基 準 と し て , 通貧の磁幽流速を把えられることである0 T W - G - . 

W にぉけるG j を墓準として，W — G にもとづかないG —W .  「原始的購買手段」• r資本G —W— 

G 'の形態的本i 丄もっぱら注目され，か が る 「資本J に貧付けられる嶺行券は, W—G にもとづ 

力、ないG — Wi\/、タ£ ともi l l # 力•、ら, 「流通必要貨幣量J (rw一G—WにぉけるG jV を上回る通貨 

の流速外からの投入であるとされるのである。

ここで川合氏が，もっぱらWュG —W というl l i i j生産者のもしでの個々の商品まM の範式を基準 

として， — ポロA しr , 社会全体の商品流通•贊離流通を把握していられホことを注目 

しなければならない。とこでbv,川合氏は事実上，ある期間にぉいて，あらゆる商品生産者がW— G 

一 W を行なうこと，し★こがってW — a とG —W とが時間的に分雕しないことを前提していられるの 

であるし，社会全体の商品流通 . 貨幣流通がとれらW— G —W の絡みあいのみからなりたっている 

ものであると想定されている。 さもなけれぱ，「流通必要貸幣量j が rあくまでW—G —W のGj 

であるというような主張がでてくるはず が な い 。, こうした前提があるからとそ, W: ニ G にもとづな 

ないG — Wであることが，特殊な携乱的要因であり， r流通必要貨條量J を上固る通貨と考えられ 

るのである。

注( 4 2 )同上，序8真◊ ' ‘ ’

— 119(747) —— ‘
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(43) '

しかしながら，ある一定期間において展開する社会全体の商品流通• 貨幣流通は，連統的なW — 

G —W の総和からなるものでは決してない。W — G とG —W とは種々の原因によって分離する6 と 

くに本稿第2 節で指摘した固定資本の填補や固定資本の括投下をふくむ新投資をめぐって，個別 

資本家のもとではW — G とG —W の長期にわたる分離は不可避である。したがってある一定期間に 

おける社会^ 体の商品流通 • 貨幣流通は，W — G —W のほかに， G —W をともなわないW — G,  W 

なきG —Wが多様に入りくんだものなのである0

こうしてみれぱ，ある-^定期間における r流通必要貨嫩量J は，W — G & t G —W % ,  G ~ W を 

ともなわないW — G も，多様に入りくんだ社会全体の商品流通のために流通する貨幣量で、あるから， 

r\y— G —W におけるG j であるとはとうてい言えないし，G —W 力';W  — ( iにもとづくかどうかと 

いうことそれ自体は「流通必要貨幣量J を上回るかどうかということとは関係がないのである。 - 

. 再生産式分析のしめしすこように, 画定資本の填補や資本蓄積部分の転態をめぐって，価値どお 

りの交換ニ「均衡J が成立するためには，部門全体としてW — G 総額とG —W 総額との一致が必要 

であって，W— G 総額がG —W総額を上回れぱ価格< 価値となり, 逆のぱあいは逆となるg 川合氏 

の設定されたように，他の事情が与えられて、るもと'•J? ,後行券貸付をタけた資本家によってW — 

G にもとづかないG — W が行なわれれは* , それは当該期間，当該商品の価格を上昇させる作用をも 

つであろうが，じかしそのことは，たとえぱ数年前の^Y •^Gにもとづいて蓄積しておいた0 をもっ 

てG - W を行なうぱあい，あるいはそめような蓄積G を借りてG - W を行なうばあい，これが当該 

期間においてはW — G なきG —W として現われ, 価格上昇作用をはたすのと，異なるところはない 

はずである。

なお，川合氏では，社会全体の商品流通• 貨幣流通が個々のW — G —W の絡み：あいのみからなり 

たっていると前提されているだけではなく，これら商品の転態が価値どおりに行なわれていること 

をも前提して， r流通必要貨幣量J 力*、把えられているようにも推測される。T流通必要金量J は 「商 

品価値総量と金担値によってきまる」といわれたり, rjini値と価格が-^致した段階でみるところの， 

そしてそこに存：̂£理由のある，静態的な r流通に必要な貨僻量』の概; I 5/ と 、、われるのは, かかる 

解釈を許すようにも思われる◊ だが, もしそうであれぱ，すべての商品の価値どおりの転熊を媒介 

する貨幣量が r流通必要貨幣量j であるから，価値==生産価格を上回る市場制格を成れさせるよう 

なG —W のG はすべてr流通必要貨幣量」を上回る通貨ということになってしまうであろう。したが

注(43) r流通必耍金fflj •:«僻の過剰流通という問題は，ふジ ^ •、そ，社会全休としてどれだけの商品が流通し， 

その商品流通のために貨幣がどれだけ流通するかという問題である。こり問題はな体的に把えられるぺ务で あ るが ,そ  

のさいも一定朋問における諸量の諸関速を把握して，連練する歸期間にわれってそれらの推移を考察していく必耍があ 

る》.別稿で指摘したように，この期間をどの程虎の長さとするかは， つのSi喪な問®である◊(前徵^村rr咨本論J 
における紙撒分析（上〉J 37〜8寅，參照）

(44) 川合r資本と信瓜I 寅。 ’ ‘ .

(4 5 )川合"^郎 r信用制度とインプレーシgン』（お斐肌1965i(i), 145Ko

, 一~-120(^4^5) 一一



価格変動の諾類型

ってそこでは，♦ 行券貸付によるW— G にもとづかないG —W と，蓄蔵貨幣にもとづくW - G なき 

G —W とを区別するものはまったくなくなってしまうであろう。

< •
( 3 ) 兌換銀行券め代表金量減少について0

ある期間をとってみて，銀行券貸付によって購買総額が，さもなかったぱあいにくらべて増大し， 

商品伽格が上昇したと仮定する。（川合氏では，生産部門の問題は無視されている。各生ま部門に対し同程 

度に購買が增大したという仮定であろう。）この価格上昇は r事後的に静態的にみれぱJ , 個当りの 

代表金量は减り，価格標準が下落したのと同じ状態J であると川合氏はいう。兌換銀行券でも「紙 

幣の減価と何ら変らないJ r減価J が生じるともいわれる。そして兌換制下では， こ の r減価J が 

生じると兌換が促されるので，力、かる状態は一 時̂的な i のとなる，といわれる。

'しかし，ここでは銀行券は^ 定 し た 格 の 度 量 標 準 J • " 1 ポンド- 金オンス"にしたがっで 

自由に兌換されるのであり，かかるものぶして流速,しているのである。ここでは, 商品 1単位,たと 

えぱ小爱1 クォータ一の侧格が4 ボンドから6 ポンドに騰貴したとすれぱ， 1 ボンド銀行券で購買 

できる小麦は"I•クォ一タ" から"I•クォ‘ ターへと減少するが，兌換制下で自由な兌換が保誰されて 

いるかぎり.， 1 ポンド銀行券を兌換したとしても， 1 ボンド金貨あるいはi オンスの金でもって購 

買で.きる小麦の貴も銀行券と同じくダォ一ターからI クォーターに減少しているのである。銀行 

券は，確定した "丄ポンド= 金 オ ン ス " でもっての兌換を保SEされることによって，賀幣金と同 

じ価値をもち，同じ商品量を購買できるものとして，流通するのであって，ことでの価格上昇は，

"1 .単位の商品. ? 1.オンスの金ニ .4 ポシド" か ら 1単 位 の 商 品 オ ン ス の 金 = ,5 ポント 

への変化という内容のものとしか考えられない0

川合氏は，恐慌下での兌換停止• 発券銀行の倒産の危険によって，兌換銀行券と貨幣金との同一 

性が動揺することを間題にされているのではない。 （事実，イギリスではI9世紀中葉以降イシグランド銀 

行への発券業務め參中• 中央銀の确化のもとで, 恋慌期にあ0 ても中央銀行券に対する信頼の動揺ははとん 

>♦生じていない。）このように兌換の停止• その危険を別とすれぱ， 川合氏のいわれる， 兌換銀行券 

の代表金量の減少しナこ状態とは, どのようなものなのか，筆者には理解することができない0.同 

様に，好況局面で全般的価格上昇が生じたばあい"■一銀行券貸付によってつぎつぎとW — G にもと 

づかないG —Wが行なわれ，全般的価格± 昇が生ずる状態とは，現実的には好況局面で出魂するも 

の力あろう 一一•川合氏が錄行券# 片の代表金量が低下しインフレと同じ状態（上のH 参照〉である 

といわれる価格上昇と， 本稿での(C)一(b)の市場倾格の上昇（" 1 クォーク一の小麦?=づ金 1オンスニ4 

ポンド" から " 1 クォーターの小麦? 金互オシス- 5ボンド"への変化）とは，理論的に, また現爽的に， 

いかに区別されるといわれるのか. 擎者には理解することができない。川合氏では，銀 行 券 「減価」 

が生じると銀行券兌換が生じそれによゥて，か か る 「減価」.♦価格上昇め累積が阻止されるという
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上昇が， W —GなきG—W の群的出現によってW— G総額に対しG —W総額が上回ることによるも 

のであるととは，第 2 節で強調したところであるし，かかる拡大再生摩の発展が銀行信用によって 

加速♦促進されヤいることも明らか力ある力V ととでの価格上昇の内実を(C) 一  (b)の好況的価格上昇 

とみることがなぜ誤っているといわれるのであろうか。それを誤りとされる理論的根拠はどこにあ 
(46) 

るのであろう力、 ■ 

全般的結格上昇のもとでは兌換が促されるが，それは銀行券が金貨幣との闕係で•■減価J したか
• '

らではない。国内では，銀行券め启由兌換が保証されているかぎり，銀行券であっても，金貨幣で 

あっても，購買やきうる翁品量は同じように減少しているめであるから，兌換が有利なわけではな 

い。ただ国外では，外国で価格上昇が生じていないかぎり，世界貨幣金は，従来どぉりの商品単位 

を購買できるので，外国商品の輸入が促され，この面から兌換による金需要が高まるのである6

• • ' . ■ •

最後に’ •'流通必要金量j 'について若干の補足をしておきたい。

第 1 節の補節で指摘レたように,マルクスは紙幣の過剰流通について，ある一定期間における 

定の商品流通のもとでは，流通する諸商f【i,iの価格総額とそれらの流通に必耍な金貨総量ニ r流通必 

要金量」が与えらていることから出発して，紙幣が全体として代表できるのはとのr流通必要金 

量J であるから, これを上回る紙幣が流通手段として流通させられたら,紙幣の過剰流通によって 

紙幣各片の代まする金量は低下し，価 格 （よび名） (p上昇が生じるとした。 .

従来，インフレの基本規定はこの規定にもとめられたので，こ の r流通必要金量j の把握につい 

て種々の議論が展開されてきた。川合氏の以上でみた見解も，こ の r流通必要貨購量j についての 

氏独自な把握が軸となっていろし，以上のような川合氏の見解に対するた'とえぱ飯田繁氏め批判も 

また， r流通必要貨幣量J についての非:常に対照的な飯田氏の把握を軸にレた批判といえよ

注(46) 川合氏のr 資本と信用j では，兌換銀行券貸付による倾格上昇の間題は，以上のように説明されており，好況局面で,' 

このような価格上昇と(cHb)の好況的施格上昇とがいかなる関速をもって展開するのか,それらはいかに区別されるの 
力、，，という問題は説明されていない。

その後’ 川合民は飯旧繁1̂：め批利に対する反論において，好況的価格上昇とイシプレfcよる|商格上昇の差異をも論じ 

られる（前掲r 信用制度とインフレーションJ 第 4 享H )が，そこでは兌換停止下の問題が入りこんで、るため，本文 
で指摘した疑問に対する解答は得られなかった。 '

兌換制下でもインフレと同じけ突の価格上昇力t生じるということであれば，まず: 好況局面で，これ 

と好況的施格上界とがいかに区別されるのか, についての输譲が必要なはずであるが。

(4 ? )川合氏のr資本と信用』に対しては，飯旧繁氏がr現代銀行券の基礎理論J (千倉書房,’ 1962^0に収録された諸識文 

で批判されているが, その中心は以上でみた川合氏の見解であるろこれに対しては川合氏の前掲i■信用制庶とインプレ 
ーシa ンJ 祐4章 （収録論文）の反論,饭ffl氏の rインフレーションの理論J (収録論文) （日本評論社, 1968年）の再 

反論力;つづいているが，両者の見解のくい違いは大きく，相互理解をP且げているようで，細部にわたって理解するfcと 
はかなり困難である。そのくい違いの根源の一つは， r流通必要货龄量J の把握の違い，それを墓準とする通貨の過剰 

流通の把握の違いにあるようである。そしてそれは，本論の以下めようなマルクスの叙述にJ：るととろが大きいように 
. 思われる6

川合成は，以のような内容でr流通必耍货淋谐Jを把握され，銀行券贷付によってrw—GにもとづかないG—WJ 

♦ r域始的赠賀手段J が能となることに注目し，これを価格上昇作用をもつj#買手段の追加.購買力の増大とみると
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のセあるから，かかる価格上昇は，資本家にも，カルる内容の価格上昇として,他の価格上身と区 

別されうるというのであろう力' : ,それはいかに区別されるめ力あろうか。好況局面での全般的価格
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価格变動の諸類型

しか,し，をうした議論には, マルクスの『資本論J の論迷に起因する誤解があるように想われる。 

マルクスはr資本論J 第 1部第1施第3章第2節 r流通手段J (b)T貨酵め流®J で，貨幣が喻 

品流通の媒介者j としての機能ニ$15通手段機能をはたすことを考察しているが, をこでは， 「流通

同時に，とのことをr流通必要貨幣量j を上回る通資流通外からの投入とされために対し，飯由氏は， r流ffi'ii、要貨幣 

& 力《流殖商品の価格総額fcよって決定されるものであゥて，流通貨?̂ ?̂め>_資：が械格を規定すおのセはな、、こと☆傲底的 

に主まされる0 -■—とれは以卞にみるマルクスの叙述に通ずるものであるが，飯由氏はこの価格を市場価格問題とすS 

ことによってマルクスの意図した内容からふふ出して^徹底的に主張される0 
飯田氏は，rw—GにもとづかないG—W j でのGの出現が, r一方的な需要j としてr物価の騰貴J を生みだすこと 

g 俘を杏定される。（新ま金と不換紙幣を対象としてであはるが。r現代銀行券一J 298-306M)もちろん, rw—Gにも 

とづかないG —W j というとと自体が r物価の騰貴j をもすこらすわけではないが, すでに指摘したようfciii合氏は， 

事実上社会全体の商品流通をW —G —W の総和として把えると、、う独特の前提のもとに，そのう先で銀行券貸付によゥ 

X  r w ^ G にもとづかないG —W j が加され , 迫加的購買手段力*、出ねするととを問題にしていられるのであるから， 

このかぎり力は，これが価格上昇作用をもつことを容認してもよいはずである。

ところ力；，飯W氏は，さらにすすんでr 流速貨幣量の大いさが，流通の必要に応じて，商品価格の変イ匕fc応じて,左右 
されることを強調してつぎのよ5にまでいわれる。 r..…‘追加的な兌換銀行券量ほ，すでに上昇している商品市場価格 

— それは, 無♦も务にたい'^を需要にS きだつにたい.する需要（十分な兌換後行券所有.借入能力によゥて裏 

づけられた有効な需要）の超過によってまねかれる~ を事後的. 結果的に実現するために"げんじつの流通過程"の 

な力、にはいりこのだ6 Jと。（傍点，飯田氏, 同上》114〜5頁。川合氏の反論は，同上，77K以降）これでは*価格决 

定における需要は，借入れた現行券をもって購買しようとする需要ではなく，r借人能力によって裏づけられたJ需要ニ . 

r有効な需要J ( ? ) ということになってしまい，上昇した価格の商ロを購入するために銀行借入が行なわれることにな 

る力S これは価格決定におVtる需要の把え方としズ誤っているといわねぱならない。

なお，需給による市場施格决定という間題についてゆ,，4^>は，厳密には， ま由鏡争下においても，時間*期間とい 

う問題を入れて，需要り増大したぱあぃ，>それがどの期間の価格に作用を及ぼすのヵ汝明確にすぺきものと考えている 

しそのぱあい，商品種P こよってある程度の塞があるように考えている。

川合氏にとってぱr流通; 要貨幣量j は氏独特の前提にもとづ <：想定の精果，社全全体の商品流通. 賀断:̂ £通とは 

力、け離れた内容^ ~ まさに氏のいわれるr静態、的J 「概念』一として把えられていゥたところに問題の根源があるの 

で，この点を批判し，rw —GにもとづかないG—Wj  .が追加されれば，価格上昇作用が働く点は容認できるが，それ 

はなんら, r流通必要貨條量J 以上の通貨投入ではないこと，それは, 価格上昇をさ' ^ると同時に， この上界した価格 

の商品を流通させるための流通通貨として機能していることを指摘すべきものと思う。

また；川合氏が，r流通必要貨幣量J の確定において，流通にとってのr必耍j と資本にとゥ"^ゐr必耍J とは違う 
といわれたり，川合氏と飯a 氏の間でも流通にとってのr必耍J とはなに力、をめぐって譲論されているが，この点につ 

いても:，若干の混乱があるように思われる。これは两氏のみではなん多くの論譲に共通しているようである。

善 卡 に あ っ て は ，流通に必要な以上の貨幣が流通するこt などは理静的に考えb れないのであって,流通に必 

要でゆない貨幣は蓄蔵貨幣として蓄蔵されるのみであるo'r流通必要金量J (•■流通貨幣量J ではなく）が間題になり, 

「流通必^ 金量J を上回る流通宇段の流通が問題となるのは, 金貨に代って紙赂（川合をを念頭において，一‘応代用-通 

貨としておいてもよい）力t唯一の流通乎段として流通するところにおいてであり，流通に必要か，必要bUiかというこ 

とは, まさにこの金貨幣とのM連においてのみ問題となるのである。
それゆえ，川合氏は:ら換銀行券の流通について,T原始的赋買手段いrW—Gにもとづかなb、G—W j という論点を前 

面にだして，r流通必要貨幣量J 以上であるという主張を展開されたが，本文での检討^、らも明らかなように， 兌換銀 

行券にともなう価格上昇の内実をどう把えるかという問題の根源は，そこにはなく，兌換銀行券と金貨幣との同一性 

—— 兌換の意味一をどう把握するかにこそあったのである。

川合氏は，主としてネね銀行券を念萌におかれたから，rw —GにもとづかないG—W j の迫加供給という問題に注 

0 され，それが，r流通必要貨幣量j 以jbの通貨投入認識されたのではないかと推察されるが，ここでもまた根本間 

題ぼ:をる銀行券とネ處銀行券それぞれと, 金:A幣との関連の差異という問遊であろう。

そして，不換制に•ついては, ...r流通必要金量J * r流®必耍貨購量J..という.範间自体い力、に把えられるの力、という点の 

理論的後定が不可欠であネし，そのためには, 不換制下にお、、て価値尺度機能，r価格の度量標準j 機能などの貨幣の 

請機能がいかにはたされているのか，それらと世界貨幣金の機能とはいかに関速しているのかを现論的に解明すること 

が不可欠なの力多る。
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貨幣量が增滅するのは，諸商品の価格総額がそれらの商品の価格変動の結果として増減するからで 
(48) .

ある」ことがくり進しズ強調され， r流通手段の量は,流通する商品の価格総額と貨幣流通の平均速 

度とによって規定されているという法則j 力';提ポされるのである。

' このような'Tルクスの強調は， （toの末尾で明らかなように， r商品は価格をもたずに流通過程に

はいり，また資幣は価値をもたずに流通過程にはいってきて，そこで雑多お品群の一两除部分と

金属の山の一可除部分とが交換されをめだ，というぱかげた仮読J と，をれに根,ざしたr商品価格は.

流通手段の量によって規定され,流通手段の量はまた一国に存在する貨附材料の量によって規定さ 
(50)

れる，という幻想」を念頭において，それに対する批判を意図してのことであった。

ところで，このぱあいマルクスは， r流通貨幣量J を廣定するのが，流通商品の価格総額であり，
(51)

そこには r単なる市場俩格の変動J も反映されるとはいうものの，その価格総額の変化は基本的に 

はあくまでもr価値変励の表現j として把握されており（本稿K>3貢参照)，r単なる市場倾格り変動J 

という問題は度外视されている。 もっとも，こうした捨象は， 『資本論J 全体にみられるものでは 

あるが，ここでは, この需給関係による市場価格の变動に，流通手段としての貨幣が関係をもって 

いるだけに，との取り扱いはむつ力ん,い問題をふ<んでいる。問題はこうでもる。 '

アルクスは，こごで, 上 の r貧幣数量説j の批丰ijを念頭において, r商品は倾格をもたずに流通 

過程にはいり，また貨幣は価値をもたずに流通過程にはいって_) くるのではなく，商品は価格をも 

って，貸幣は施値をもって，流通過程にはいってくるどとを強調したの'5?ある。(流通過程にはいって 

くるという表現は厳密なものとはいえないので，混乱のム因となっているように思われるが。）そのぱあ-い,マ 

ルクスは,商品は価格をもゥてはいってくるという価格を，流通に入る以前に決っている商品の卸値 

と貨幣金の価値との関係によって規定されも価格として把えてぃすこことは明らかであ(1 )0 そこでは 

価値から離れて動く市場価格の問題は捨象されていテこのである。こうして, マルクスでは,需給によ 

る市場価格変、動の問題を捨象するということと，r貸隙数量説J 批判を念廣においているということ 

とが結びつくことによって，流通商品のto格総額が流通に入る以前に与えられていて，流通貨幣量 

の大いさは，この商品価格総額の大いさによって規定されて動くのだという主張が強調されていき， 

この結果，あたかも流通丰段としての貨幣は商品細格の決定に無関係であるかのような叙述となっ 

た.と思われる。 - •

し力、し, 貧赂の流® 手段としての機能とは，マルクスの挺定によっても，貨 幣 が r買い手の側J 

にたって r購買手段としてJ I■商品の価格を実現/すること.なのであって，たとえぱ卷蔵貨幣が流通 

手段として用いられることは，貨幣が商品購買のための購買手段として用いられることを意味して 

いる。この面からいえぱ，流通手段ニ購買手段として用いられる貨幣の量の大いさは,商品価格を 

実現する需要の大いさであり，との大いさが流通商品の量と価格を左右することは明らかである。 

したがって, 貨幣は流通手段ニ購買手段として市場価格決定に参加じていることは明らかやあるが， 

マルクスの説明では，上のような理由によって，この点が暖昧になり, 誤解や混吉しが生じるような

注(48) Das Kapital,I, S .132.訳, 156直。

(49) Das Kapital, I, S. 136.訳, 160H。

(50) Das Kapital, I, SS.137-8 .訳, 160-1買。 . ；
(5り Das Kapital, I, S；132.訳, 156頁。

(5 2 )内容的にみて，そのように解釈できうる◊ r流通手段の量は，流通する商品の価格総额と貨辩流通の平均速成とによっ 

て規定されるという法則は，次のようにも表現するととができる。すなわち，諸商品の価値総額とその変態の速度とが 
与'えられていれば, 流通する货情または貨情材料の量は,それ自身の価値によって定まるJ (Das Kapital, I, SS. 
136-7*訳,160H)という(b)の末庵の主要な主張もこのi とをしめすものといえよう。

(53) Das Kapital, I, S ,126,訳，152資。
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余?述となったもの.と思われる。

上のような I■貨幣数量説J に対すき批判のためには, ま ず r货稱材料の量j ‘ r金属の山の一可除 

部分』のすベ七が流通手段ではないこと，貨龄金は必要に応じて流通手段として機能し，流通に必

'価格変動の諸類型

要でないときは養蔵手段として蓄蔵されるというとと，かかる蓄蔵後能をはたしうるのは，貨胳金
. (54)

がそれ自身の価値をもった「交換価値の.....'定在Dasein des Tauschwertsjだからであるという

こと，をしめせぱよいはずである。そして, 市場価格変動については，この変動を左右するのが「货

幣材料の量J ではなく，流通宇後ニ購買手段として用いられる貨敝部分のみである点を明デ、したう

えで，この需要と供給の関係によつて市場価格が決定され，市場価格は価値♦生!^価格から乖離し

て変、動するとはいえ，一定の梓内でのみ生産価格から離れて動くのであるし，これら変動の結果と

してではあれ，それら価格の平均水準としで価値.生産価格が存在していることをしめせぱよいは

ずである。 '

『資本論』では，需給の変動によって市場価格が変動する間題を擒象していることもあって，[貨

幣数量説J 批判として，流通竭程に入る前に商品価格（ニ商品価値の貨幣名でのま現）が决定され，こ

の商品価格総額に'よって流通貨幣量の大いさが規定される而のみが前® にでているため,誤解が生

じるのでなかろう力>0

(経済学部教授）

許(54) Das Kapital, I, S. 144.訳,170貝,

125(755)
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